
大
官
民
闘
争
六
回
三
十

-
H
-
m完
帽
銅
偶
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《
句
圏
一
同
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目
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一
一
千
作
ク
ス
の
枇
曾
的
一
意
識
形
態
叫
わ

土
地
の
非
資
本
的
性
質
に
就
て

槽
川
時
代
の
良
民
逃
散
・

経
済
事
日
時
刊
公
律
的
精
神
に
就
て

露
両
亜
の
産
業
組
合
運
動
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議

路
阿
川
皿
む
施
設
組
合
運
動

言品

第
二
十
四
位

O 

第

W>~ 

O 

露

西

亜
Lう

産

業

組

合

運

動

A 

木

芳

之

助

緒

第

日

露
西
川
皿
に
於
て
ポ
ル
V

L

グ
ィ
キ
が
奮
時
代
り
隙
制
を
打
破
っ
て
政
治
的
H
A
ぴ
刺
曾
的
革
命
を
成
就
L
て
か
ら

早
〈
も
尚
人
ヶ
年
が
艇
池
し
て
ゐ
る
。
そ

ω
川
、
此
山
り
枇
b

自
主
義
共
和
凶
山
一
研
究
は
迎
論
的
方
面
か
ら
も
質
際
的

方
而
か
ら
も
非
常
ド
附
押
し
〈
匁
さ
れ
い
、
就
中
、
ホ
Y

V

エ
グ
イ
ズ
ム
り
理
論
に
闘

L
て
は
幾
多
の
卓
越
せ
る
妙
作
が

畿
衣
せ
ら
れ

τゐ
る
。
而
し
て
今
日
誌
も
興
味
ゐ
る
問
旭
は
枇
曾
主
義
凶
家
を
一
側
拐
す
る
所
の
勢
康
保
西
車
が
府

京小川市し

τ如
何
な
る
枇
曾
的
経
掛
的
政
策
会
以
℃
彼
等
の
理
論
を
質
現
せ
ん
ご
す
る
が
の
粕
に
存
し
て
ゐ
る
。
さ

れ
ば
一
九
一
一
一
年
祭
農
政
府
が
其
の
経
憐
的
危
機
に
迎
池
し
、
資
本
主
義
へ
の
退
却
を
揚
言
し
て
新
経
済
政
策
を

究
施
す
る
に
及
ん
で
露
西
亜
の
経
済
的
施
設
に
劃
す
る
封
際
的
討
究
が
愈
々
盛
ん
に
行
は
る
、
に
至
っ
た
の
は
、

蓋
し
賞
係
の
こ
吉
、
一
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

余
も
亦
北
(
の
牒
υ地
に
附
し
て
、
現
在
露
西
亜
の
縦
済
的
構
成
中
に

於
て
、
産
業
組
合
が
如
何
な
る
機
能
を
有
す
る
か
、
又
枇
曾
主
義
革
命
期
に
於
て
該
組
合
が
如
何
な
る
意
義
を
有

す
る
ず
伊
込
呈
示
す
る
己
共
に
、
併
せ
て
比
等

ω期
側
を
通
じ

τ該
組
合
が
如
何
な
る
鈍
化
を
被
る
に
至
っ
た
か
を

瞭
に
し
ゃ
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
o



抑
も
露
凶
亜
仁
於
け
る
各
純

ω産
業
組
合
も
亦
他
国
の
そ
れ
ご
同
線
仁
、
本
来
資
本
主
義
経
済
組
織
に
於
け
る

一
制
度
正
し

τ畿
生
し
た
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
該
組
合
運
動
は
最
初
は
不
鮮
明
な
る
述
動
正
[
て
出
俊

L
、
政
府

に
依

τ妨
碍
せ
ら
れ
、
中
産
階
級
に
よ
っ

t
勢
働
者
を
搾
取
す
る
た
め
仁
刺
朋
せ
ら
れ
、
会
〈
保
守
的
な
る
プ
U

F

E

ヂ
ヨ
ア
の
一
計
査
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
革
命
家
的
手
中
に
於
け
る
利
器
ピ
な
り
、
大
戦
中
仁
於
て
は
重
要
な
る
打

撃
憐
的
要
議
た
る
こ
E
を
立
設
し
た
o

該
組
合
は
一
時
ケ
レ

y
Z
1政
府
に
依
て
支
持
せ
ら
れ

y
ピ
エ
ッ
ト
制
川

皮
の
一
重
要
機
関
正
な
b
た
る
が
、
弐
で
ポ
ル
ジ
エ
グ
イ
キ
に
依
て
閥
有
化
せ
ら
れ
白
山
主
義
的
漣
動
正
し
て
は
&
別

会
〈
消
滅
に
蹄
し
た
る
も
、
新
一
維
憐
政
策
の
採
用
以
来
一
品
び
共
の
獅
立
性
を
認
め
ら
れ
増
大
せ
る
勢
力
を
以
て
出
附

現
し
・
世
界
の
一
大
主
動
ピ
な
る
仁
王
っ
た
。
露
商
班
の
産
業
組
合
は
六
十
有
伶
年
の
阪
史
を
布
す
る
仁
過
ぎ
古
一
地

る
も
、
北
(
の
間
総
〈
ぺ
き
越
化
を
遂
げ
、
北
一
の
品
H
M
胤
は
露
両
亜
の
千
銭
高
化
せ
る
回
世
史
Z
緊
密
な
る
聞
係
を
有
す

J
山

る
も
の
な
る
が
放
に
、
該
組
合
運
動
の
展
開
は
之
が
背
最
古
な
れ
る
露
両
官

ω枇
曾
的
縦
済
的
判
的
挫
の
異
相
を
捕
叫n

 

捉
す
る
に
於
工
、
初
め
て
よ
く
理
知
せ
ら
る
、
も
の
ご
一
エ
ふ
べ
き
で
あ
る
。

o
 

M
 

V
 

司F
 

A
y
 

ru n
 

a
 

B
 

第

資
本
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於
け
る
露
西
亜
の

産
業
組
合
の
本
質

露
両
盟
の
産
業
組
合

ω本
質
が
、
資
本
主
義
総
務
よ
ら
一
祉
合
主
義
経
済
に
入
る
に
及
ん
で
、
如
何
仁
鈍
化

L
叉

畿
化
せ

F
る
ケ
得
な
か
っ
に
か
か
』
理
解
す
る
た
め
に
は
、
先
つ
該
組
合
の
本
来
的
本
質
が
如
何
な
る
も
の
な
る
か

を
諌
め
考
究
す
る
の
要
が
ゐ
る
o
露
両
亜
の
産
業
組
合
主
義
者
が
産
業
組
合
に
下
せ
る
諸
定
義
よ
h
し
て
該
組
合

1) 

議

鶴
岡
国
内
陸
業
組
合
型
動

協
二
十
四
h
E

λk 
u-， 

E由

日面



両首

議

川
崎
間
到

ω出
業
組
合
一
辿
訓

部
二
十
四
谷

第

銑

の
本
質
を
勝
に
す
る
は
、
該
組
九
ザ
が
ポ
ル
ジ
ユ
グ
ィ
キ
の
枇
曾
主
義
革
命
の
下
に
於
℃
被
れ
る
本
M
M
上
の
縫
化
セ

捕
捉
す
る
に
仰
宜
た
る
で
あ
ら
う
。

』
片
コ
フ
大
事
り
ア
ン
チ
フ
エ
P

フ
数
授
は
、
産
業
組
合
は
組
合
員
の
一
般
経
済
的
目
的
を
遣
す
る
た
め
に
、

組
合
員
の
平
等
権
利
及
び
自
治

ω
原
則
上
に
刷
て
ら
れ
た
る
、
人
々
の
白
山
な
る
物
合
で
ゐ
う
て
.
各
組
合
員
は

之
に
劃

L
て
庭
山
由
人
的
に
開
山
内

L
、
物
的
責
任
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
而

L
て
共
切
経
法
的
活
動
に
様
て

mw
得
せ

ら
れ
た
る
利
潤
は
報
酬
ご
し
て
資
本
に
腕
泌
す
る
も
の
で
は
な
い
ご
解
し
て
ゐ
る
引
火
に
後
に
ケ

v
y
ス
キ

1
内

閣

ω食
崎
大
岡
ど
な
h
金
伝
産
業
組
合
曾
議
の
議
長
ふ
な
っ
た
プ
ロ
ヨ
ピ
ヅ
チ
は
山
肯
て
康
業
組
合

ω本
伎
十
定
義

し
て
、
該
組
合
は
ト
組
合
員
各
自
の
利
益
を
追
求
し
、
白
山
に
加
入
及
び
肋
叫
止
を
な
し
得
る
所
の
人
員
に
制
限
な

き
人
々
の
聯
合
で
め
っ
て
、
仁
会
組
合
員
の
完
全
な
る
平
等
航
能
及
び
自
治
の
空
主
的
原
則
上
に
建
て
ら
れ
、
引

組
合
員

ω共
同
計
算
に
於
て
、
生
産
、
交
一
劫
及
び
信
用
に
胤
す
る
所
の
総
務
的
活
動
を
遂
行

L
・
剛
山
組
介
員
叫
ん
れ

(
 

働
の
生
産
力
ぴ
牧
内
他
力
を
高
め
、
生
産
及
び
叩
世
情

ω途
'
H
e
V
」
符
易
且
つ
低
安
な
ら
し
め
ん
ピ
努
む
る
も
の
に
し

)
 

て
、
ほ
一
政
組
合
の
故
新

ω形
態
に
於
て
は
、
組
合
員
を
し
て
中
間
尚
人
及
び
高
利
貸
等
に
よ
る
搾
取
を
耳
目
れ
し
め
・

大
資
本
誕
生
産
を
不
川
に
蹄
せ
し
め
ん
ご
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
刈
組
合

ω純
牧
症
は
北
(
の
共
同
市
中
業
に
謝
す
る

(
 

)
 

組
合
員
の
出
資
に
感
じ
て
組
合
員
聞
に
一
分
配
せ
b
れ
、
山
組
合
員
は
北

(ω
側
性
を
維
は
れ
ゆ
、
単
ろ
反
割
に
各
自

の
伽
性
H
A

ぴ
能
力
を
白
山
に
畿
仰
す
る
可
知
町
性
全
典
へ
ら
る
、
も
の
で
の
る
ご
前

τゐ
る
山
互
に
ツ
ず
ン
・
バ
ラ

ノ
ヲ
ス
キ
イ
は
産
業
組
令
H
H
自
由
芯
応
的
に
結
合
せ
る
人
々
の
経
済
的
企
業
で
め
っ

τ、
投
下
資
本
に
謝
す
る
最

大
の
利
潤
の
追
求
を
日
的
ど
す
る
よ
り
も
、
総
γ

ろ
経
済

ω共
同
行
使
に

4
っ
て
組
令
員

ω持
働
牧
盆

ω向
上
若
し

Ancy(c川 V，Das Genossensclnftswesen in der Landwirtsc1同rt Delltsch-

1九ndsutld Fr凡nkrcichs.J909. s. 498 
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2) 

") 

， . ， ~' 



〈
ば
消
費
目
的
に
謝
す
る
支
出
の
減
少
を
岡
る
も
の
で
あ
る
乙
定
義
し

H

最
後
に
ト
ト
ミ
ア
ン
ツ
は
産
業
組
合
は

利
潤
の
獲
得
よ
り
は
寧
ろ
組
合
員
の
経
済
的
及
び
滋
徳
的
賦
態
の
煙
者
を
目
的
正
す
る
所
の
組
合
員
及
び
資
本
の

可
越
組
械
を
有
す
る
自
由
な
る
聯
合
h

い
る
・
』
ご
を
力
説
し
て
ゐ
る
。

有
に
引
用
せ
る
諸
定
義
は
何
れ
も
資
本
主
義
統
済
組
織
の
不
に
於
り
る
産
業
組
合
の
本
質
を
蹴
仁
し
た
る
も
の

で
あ
る
が
、
此
等
の
論
定
義
を
一
々
認
に
批
評
す
る
は
本
論
文
の
目
的
に
ゐ
ら

5
る
を
以

τ之
を
扮
〈
も
、
此
等

の
諸
定
義
よ
り
し
て
産
業
組
合
な
る
も
の
、
特
質
を
窺
ひ
得
る
で
ゐ
ら
う
。
卸
も
先
ワ
第
一
に
産
業
組
合
は
人
々

の
白
山
な
る
結
合
で
あ
る
ご
云
ひ
得
る
の
で
ゐ
る
o

抑
も
現
代
を
特
徴
づ
〈
る
例
人
主
義
耐
舎
の
最
も
典
型
的
な

る
思
想
は
各
側
人
の
絶
品
割
的
自
由
で
あ
っ
て
、
有
ら
ゆ
る
外
国
介
の
支
配
よ
り
兎
れ
、
有
ら
ゆ
る
閲
定
正
副
化
芭
よ

b
脱
却
せ
ん
ご
欲
す
る
こ
吉
之
で
あ
る
o

斯
る
思
想
に
よ
っ

τ支
配
せ
ら
る
、
結
果
、
産
業
組
合
内
部
に
於
て
は

組
合
員

ω完
全
な
る
自
由
を
認
む
る
も
り
で
あ
る
。
放
に
組
合
は
獅
立
し
た
る
個
人
の
集
合
で
あ
り
、
云
は

uv

原

子
の
集
積
仁
例
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し

τ
一
方
比
五
の
内
部
に
於
て
は
各
原
子
は
濁
立
し
た
る
も
の
で
あ

ち
、
間
早
に
自
己
の
み
仁
基
礎
を
有
し
、
自
ら
完
成
し
た
る
存
在
を
継
縦
し
乍
ら
、
他
方
各
原
子
の
粕
合
じ
ょ
っ

τ

各
自
の
弱
所
を
締
ひ
、
以

τ各
人
の
一
珊
肱
守
迫
比
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
プ
ロ
コ
ピ
y

チ
の
云
ふ
如

〈
、
組
合
員
は
人
格
的
仁
結
合
す
る
己
同
時
仁
、
組
合
内
部
に
於
て
は
各
自
の
個
性
及
び
能
力
を
白
由
に
後
揮
し

得
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
現
代
の
産
業
組
合
は
自
由
な
る
結
合
た
る
結
川
端
、
印
刷
令
員
の
加
入
及
川
刊
脱
退
の

自
由
を
認
む
る
は
嘗
然
の
・
』
Z
で
ゐ
る
。

第
二
に
産
業
組
合
は
民
主
的
原
則
上
じ
立
て
ら
れ
た
る
人
々
の
結
合
で
ゐ
っ
て
、
組
合
員
各
自
の
卒
等
楳
能
を

百歯

議

館
四
抵
の
産
業
組
合
連
面

第
二
一
四
巻

一一

第

韓

Jふ
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第
二
十
剛
容

四

露
間
亜
O
産
業
組
合
連
動

第

械

四

論

議

認
む
る
も
の
で
ゐ
る
さ
云
ひ
得
る
。
此
の
事
た
る
や
組
合
員
総
曾
に
於

τ
一
組
合
員
が
一
票
の
投
票
雄
半
一
有
し
、

組
合
員
の
組
合
に
劃
す
る
出
資
額
の
如
何
を
問
は
司
、
ヌ
共
の
捌
込
初
、
加
入
年
月

ω長
一
却
を
問
は
す
一
人
一
票

を
投
じ
得
る
こ
ご
に
よ
っ
て
明
白
た
る
で
ゐ
ら
う
。

第
三
に
産
業
組
合
は
資
本
の
聞
健
吉
一
お
ふ
よ
・
り
も
事
ろ
人
の
囲
俄
で
あ
っ
て
、
刺
潤
の
獲
得
よ
hd
も
寧
ろ
組
合

員
の
経
済
及
び
生
活
の
改
善
十
闘
る
も
の
で
め
る
ご
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
o

か
〈
一
五
へ
ば
ご

τ決
L
て
産
業
組
合

仁
於
て
資
本
が
何
等
の
役
割
を
泌
昔
、
g
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
o

たし
γ

資
本
の
出
資
及
び
利
用
に
謝
し

て
出
資
人
格
が
鋭
〈
問
題
翻
せ
ら
る
、
た
め
で
あ
っ
て
、
特
定
地
域
の
特
定
人
格
に
あ
ら

g
れ
ば
二
産
業
組
合
の

資
本
の
出
資
者
た
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
資
本
を
車
仁
出
資
す
る
こ
ご
で
は
な
〈
.
特
定

ω人

が
資
本
を
支
出
す
る
の
で
あ
っ
て
、
株
式
曾
枇
に
於
け
る
資
本
の
非
人
椛
性
及
び
浮
遊
性
は
弦
に
於
て
は
い
告
末
も

考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
夏
に
産
業
組
合
は
今
日
の
経
済
枇
曾
に
於
で
賞
現
苫
れ
て
ゐ
る
所
の
刺
潤
の
形
態
を

極
力
排
斥
せ
ん
己
労
む
る
も
の
で
ゐ
る
。
今
日
の
資
本
家
企
業
に
於
て
は
利
潤
が
共
の
経
憐
行
潟
の
唯
一
最
高
の

目
制
慌
た
る
も
の
で
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
産
業
組
合
に
於
て
は
利
潤
は
組
合
員
の
需
要
を
充
た
す
た
め
に
存
す
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
ゐ
る
。
今
日
の
資
本
家
企
業
に
於
て
は
出
資
額
に
謝
し
て
最
大
可
能
の
利
潤
を
配
賞
す
る
に
努
む
る

も
、
併
し
産
業
組
合
に
於
て
は
普
通
の
割
引
歩
合
以
上
の
利
潤
の
配
嘗
を
な
す
は
決
し
て
組
合
本
来

ω目
的
で
は

な
い
。
而
し
て
此

ω事
た
る
や
、
会
露
西
亜
の
産
業
組
合
に
謝
す
る
例
外
な
き
特
徴
で
あ
る
川
又
産
業
組
合
後
速

の
初
期
に
於

τは
貧
小
微
弱
な
る
資
本
主
義
領
域
外
の
生
産
者
を
扶
り
、
共
の
資
本
主
義
へ
の
順
勝
士
回
b
っ、、

あ
る
に
過
ぎ

5
る
b
、
併
し
プ
ロ
コ
ピ
ッ
チ
の
云
ム
如
〈
某

ω高
度
ド
殺
達
し
た
る
形
態
に
於

τは
資
本
家
生
産

一丸一七年三月ご一十卜λ日量琵苦布白露岡E誕E白産業組告法銘三ヨシシ:~-円-→f 五臨は
の惜手和判1)在監:明にE抱白沼君拍てゐるo

同部第十二僚は組合員自由主主に到して年λ分以 t白事l益配首をな L得fる旨
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を
廠
止
せ
ん
苫
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
事
は
消
費
組
合
に
就

τ明
に
認
め
る
、
所
で
ゐ
る
。

最
後
仁
産
業
組
合
的
本
質
を
一
居
隙
に
す
る
た
め
に
、
之
が
帥
労
働
組
合
H
A
ぴ
一
枇
曾
主
義
に
謝
す
る
聞
係
を
簡
単

仁
遁
ぷ
る
で
ゐ
ら
う
o

抑
ち
帥
労
働
組
合
は
成
る
階
級
及
び
或
る
職
業
に
局
す
る
人
々
の
制
限
せ
ら
れ
た
る
機
関
に

過
ぎ
な
い

ωで
ゐ
る
が
、
産
業
組
合
に
於

τは
生
産
組
合
を
除
〈
外
は
総
て
の
枇
曾
階
級
の
人
々
を
抱
擁
す
る
も

の
で
あ
る
。
更
に
柑
労
働
組
合
は
資
本
家
ご
削
守
す
る
た
め
に
怖
に
同
脱
罷
業
を
行
ふ
が
、
産
業
組
合
は
断
じ
て
之

を
行
は
な

ν
の
で
あ
る
o

そ
れ
は
産
業
組
合
の
本
分
で
な
い
己
さ
れ
て
滴
る
o

葦
L
岡
脱
税
業
な
る
も
の
は
資
本

家
を
脅
威
す
る
よ

b
も
、
寧
44
多
数
の
消
殺
者
を
脅
威
す
る
か
ら
で
め
る
。
衣
に
産
業
組
合
ご
枇
曾
主
義
正
の
闘

係
を
窺
ふ
に
、
マ
ル
キ
旦
ト
は
政
権
の
狼
得
を
平
和
手
段
に
依

hτ
行
ふ
か
又
は
革
命
手
段
に
依

τ行
ふ
か
を
論

性
宇
、
常
に
閥
家
を
以
て
枇
曾
改
良
の
最
良
要
具
で
あ
る
ご
看
倣
す
の
で
あ
る
。
併
し
産
業
組
令
論
者
は
凶
家
を

批
曾
改
革
の
最
良
要

A
E
は
認
め

τゐ
な
い
。
産
業
組
合
に
於
て
は
枇
曾
改
革
は
偶
人
か
ら
出
俊
す
べ
き
で
あ
一
っ

て
例
入
が
刷
曾
遊
歩
の
胤
動
力
で
ゐ
る
ご
さ
れ
て
ゐ
る
。
き
れ
ば
産
業
組
合
は
各
人
の
側
性
を
重
要
叫
し
、
際
史

上
じ
於
げ
る
各
伽
人
の
創
也
力
を
認
識
し
、
歴
史
上

ω英
雄
ご
共
の
体
業
ご
を
讃
尖
し
、
刑
曾
的
各
純
形
態

ω建

設
事
業
に
於
り
る
人
格

ω影
響
を
重
大
訓
ず
る
。
斯
〈
の
如
〈
産
業
組
合
に
あ
り
て
は
、
道
徳
的
及
び
平
和
的
要

素
を
人
格
の
桜
本
ご
し
て
ゐ
る
か
ら
、
産
業
組
合
が
階
級
闘
守
を
枇
曾
推
一
化
の
原
動
力
ご
認
め

3
る
は
械
で
あ

る
。
産
業
組
合
に
於
て
は
勢
働
者
も
農
民
も
叉
プ
片
ジ
ョ
ア
も
同
一
に
待
遇
せ
ら
れ
る
の
で
お
っ

τ、
消
費
組
合

に
ゐ

h
て
も
信
用
組
合
に
あ

h
て
も
、
組
合
員
た
ら
ん
ご
す
る
も
の
は
何
人
た
る
を
論
替
や
直
ち
に
加
入
し
得
る

所
で
あ
る
。
斯
く
組
合
内
に
於
て
は
会
〈
階
級
闘
争
が
存
せ
守
、
叫
労
働
満
農
民
及
び
プ
W

ジ
ョ
ア
の
布
仙
川
な
、
共

議

ー市

百
聞
西
亜
の
産
業
組
合
運
動

五

第
二
十
四
容

第

鋭

五
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露
間
孤
凶
産
業
組
合
運
動

諭

諜

第
二
十
四
番

静

観

"-，、

"-，、

同
動
作
が
賞
現
苫
れ
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
諸
階
級
は
他
の
範
園
内
に
於
て
は
相
互
に
闘
争
し
て
ゐ
る
が
、
産
業

組
合
に
於

τは
彼
等
の
U
休
日
剛
志
は
自
ら
消
滅
す
る
も
の
ご
さ
れ
て
ゐ
る
。
新
〈

ω知
〈
従
来

ω高
業
組
合
論
者

は
枇
曾
改
遣
を
行
ふ
に
は
、
搾
取
階
級
の
撤
農
を
目
的
ご
す
る
所
の
附
労
働
者
階
級
の
政
治
的
闘
守
が
根
本
的
仁
重

要
で
あ
る
正
は
考
へ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

fお

一
九
一
七
年
の
ポ
ル
シ
エ
グ
イ
キ
革
命
に
至
る

迄
の
露
両
亜
の
産
業
組
合
愛
展
の
概
出

露
西
-
訟
の
産
業
組
合
の
本
質
は
上
越
せ
る
所
な
る
が
、
新
る
怠
義
の
組
合
が
一
丸
一
七
年
の
ポ
作
シ
エ
グ
イ
キ

草
命
に
至
る
迄
に
如
何
に
張
反
せ
る
か
を
筒
寧
に
越
よ
る
で
あ
ら
う
。
凡
そ
露
西
毘

ω廃
業
組
合
は
本
来
資
本
主

義
経
済
組
織
に
於
げ
る
一
制
度
ご
し
て
説
明
生
し
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
北
(
の
起
原
は
少
〈
共
一
入
六
一
年
の
農

奴
解
放
以
前
に
遡
る
-
』
記
は
出
来
な
い
。
露
西
並
の
最
初
の
消
費
組
合
は
一
入
六
五
年
に
h
y
-
フ
F

の
工
場
村
わ
ん
る

キ
ノ
フ
に
於
て
設
立
せ
ら
れ
、
信
用
組
合
は
周
年
に
ド
ロ
バ
ト
フ
村
に
於
て
ジ
ユ
ル
ツ

τデ

1
7
ヴ
テ
式
の
原
則

に
基
い
て
設
立
せ
ら
れ
、
農
業
加
工
組
合
も
一
八
六
六
年
に
設
立
せ
ら
れ
た
。
併
し
熱
心
な
る
少
数
の
智
識
階
級

の
活
勤
仁
依
て
惹
起
E
れ
た
る
斯
る
首
初

ω産
業
組
合
的
設
立
は
、
去
も
組
合
運
動
を
喚
起
す
る
に
歪
ら
な
か
っ

た
の
で
ゐ
る
。
葦
L
之
が
俊
生
に
必
要
な
る
国
民
純
済
的
及
ぴ
一
般
文
化
的
税
底
を
依
け
る
が
斜
め
で
あ
っ
て
、

蛍
附
村
落
は
全
〈
向
然
経
隣
の
紋
態
に
ゐ
b
、
各
人
の
物
的
要
求
は
各
自
の
経
済
内
に
於
て
充
足
せ
ら
れ
、
精
一
珊

的
要
求
も
極
め
て
原
始
的
の
も
の
で
あ
る
か
又
は
全
然
帥
附
加
し
て
ゐ
た
か
ら
で
ゐ
品
。
都
市
に
は
未
に
況
代
的
無

Totomianz， a. a. o. S. 38-39 9) 
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産
者
が
存
せ
す
、

叉
都
市
並
に
村
落
以
世
界
市
場

ω影
響
を
被
る
ニ
ピ
は
殆
ん

rな
か
っ
た
。
併
し
農
民
解
放
以

家
殺
生
せ
る
自
然
経
婦
の
弛
底
は
、
前
陛
組
の
九
十
年
代
に
至
っ
て
一
般
に
認
め
ら
る
、
所

ω不
可
避
的
事
賞
ご

な
っ
た
。

漸
次
大
正
業
は
期
若
な
る
進
歩
を
遂
げ
、

都
市
ご
村
甜
暗
記
の
分
離
は
愈
々
明
確
己
な
句
、
交
易
経
済
は

自
然
縦
情
を
解
消
せ
し
め
幾
千
の
経
済
は
新
経
隣
闘
係
の
渦
中
に
投
す
る
に
至
っ
た
。

一
方
に
於
て
は
他
の
経
済
-

の
生
産
物
(
工
場
生
産
物
)
を
購
買
し
、

他
方
に
於

τは
盆
々
増
加
す
る
所
の
図
家
並
に
地
方
向
治
憾
の
租
税
及
び

公
蹴
の
徴
牧
に
肱
す
る
が
た
め
に
内
家
の
生
産
物
を
貞
却
す
る
必
要
は
、

各
自
の
経
畿
の
牧
盆
力
主
両
め
、
節
約

じ
ょ
っ

1
某
の
出
費
を
減
少
せ
し
む
る

e

』
さ
を
除
儀
な
く
せ
し
め
た
。
斯
る
山
肌
態
か
ら
農
民
を
救
憐
す
る
手
段

は
、
十
数
年
前
が
ら
知
減
階
級
の
人
々
に
よ
っ
て
明
白
羽
せ
ら
れ
た
る
組
合
に
於
て
見
出
さ
れ
仕
の
で
あ
っ
た
ω

而

し
て
産
業
組
合
に
依

τ
の
み
、
交
易
経
済
に
会
加
せ
る
農
民
は
其
の
生
産
物
の
貢
却
姐
に
必
要
な
る
商
品
の
購
買

を
有
利
に
行

ο得
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
一
九

O
五
年
の
第
一
革
命
に
至
る
迄
仁
は
産
業
組
合
運
動
は
未
に
有
勢
な
る
も
の
ご
は
な
ら
宇
、
立
(
の
経

済
的
前
提
は
総

τの
日
剛
容
を
克
服
す
る
に
は
充
分
強
大
で
は
な
か
っ
た
。
殊
に
蛍
附
の
官
僚
的
政
府
は
産
業
組
合

を
警
戒
し
、
之
が
純
然
た
る
プ

U
Y

ジ
ヨ
ア
的
計
査
の
も
の
で
ゐ
っ
て
も
、
常
に
之
を
監
観
し
て
多
数

ω立
法
手
段

に
様

τ之
が
後
肢
を
阻
害
し
た
。
然
る
に
一
九

O
五
年
の
革
命
は
露
西
盟
の
産
業
組
合
運
動
に
一
鞠
機
を
剖
さ
し

む
る
こ
正
、
な
っ
た
。
政
府
が
慶
大
な
る
民
衆
の
白
治
的
活
動
を
抑
制
す
る
た
め
金
闘
に
課
し
た
る
極
迫
は
、
金

〈
廠
止
せ
ら
る
、
に
至
・
り
、
帝
闘
議
品
目
も
産
業
組
合
に
関
し
て
は
保
護
奨
帥
者
己
な
h
、
他
山
批
曾
運
動
に
謝
し

て
は
駆
迫
的
態
度
を
探
れ
る
闘
家
も
、
就
中
農
業
信
用
組
合
じ
謝
し
て
は
資
金
を
賦
興
す
る
事
に
よ
っ
て
之
が
笹

lfi 

統

七

第
二
十
四
谷

七

論

費量

跨
開
到
の
産
業
組
合
運
動

4 



Y 

庁

、
w
u
/
ピど

論

露
西
国
心
産
業
組
合
運
動

第
二
十
四
巻

λ 

λ 

第

脱

設

建
を
援
助
す
る
-
』
ご
、
な
っ
た
。

而
し

τ政
治
革
命
ヒ
失
敗
せ
る
'
知
識
階
級
は
、

岡
民
り
自
治
活
動
の
訓
育
所
た

る
産
業
組
合
の
後
述
に
全
力
を
俸
「
る
に
至
り
、

又
地
方
自
治
健

(
m
S
H
E
d
g
ω
)
は
共
の
不
凪
不
践
の
努
力
に
依

産
業
組
合
に
封
す
る
精
神
的
前
提
を
嶋
起
せ
ん
ご

て
、
岡
民
教
育
及
び
総
務
的
略
家
活
動
に
於
て
成
果
を
牧
め
、

努
め
た
o

斯
〈
の
如
〈
常
時
の
知
識
階
級
は
此
的
運
動
を
露
西
型
的
産
業
生
活
の
間
に
誘
噂
L
、
以
て
農
民
及
び

努
働
者
の
生
活
賦
態
を
改
善
す
ぺ

L
ご
高
嶋
[
、

其
山
鋳
に
貢
献
す
る
所
も
少
な
〈
は
な
か
っ
た
が
、

事
貨
は
彼

等

ω期
待
に
反
[
労
働
者
に
在
接
充
分
な
る
反
賂
を
及
ぼ
し
符
な
か
っ
た

ω
で
め
る
。

蓋
し
常
時
防
に
帥
労
働
者
階

な級
泊る 1;1. 
つ革
1e 命
か主
ら義
でに
ゐよ
る~)

。"lて
t-:a 
響
せ
ら
れ

産
業
組
合
主
義
に
基
〈
畑
山
和
な
る
刺
曾
改
良
の
如
、
喝
さ
は
概
ね
顧
み
ら
れ

然
る
に
世
川
作
戦
守
の
勃
脇
田
は
産
業
組
合
の
俗
漣
を
異
お
な
る
カ
ケ
以
て
促
す
に
至
つ
わ
い
。
大
戦
に
よ
っ

τ惹
起

き
れ
た
る
露
西
斑
の
一
般
的
無
秩
序
り
間
に
ゐ
っ
て
、
産
業
組
合
は
其
の
殺
紋
に
よ
っ
て
人
々
の
信
頼
を
博
し

た
。
而
し
て
政
府
も
附
勢

ω危
急
に
促
さ
れ

τ、
産
業
組
合
に
幾
多
の
譲
L
m
h
T
奥
へ
、
脅
に
産
業
組
合
を
援
助
す

る
操
作
を
後
布
せ
し
に
切
ら
中
、
又
直
接
則
政
上

ω補
助
を
奥
ふ
る
に
至
っ
た
。
該
組
合
は
大
戦
じ
ょ
っ
TL
惹
起

さ
れ
た
る
商
業
的
好
機
曾
を
利
用
L
、
又
艮
余
1
A
び
新
聞
の
好
意
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
の
新
計
査
は
未
曾
有
の

範
囲
に
亘
h
、
消
興
組
合
信
別
組
合
及
び
農
業
組
合
を
包
合
す
る
所
の
一
大
運
動
が
出
現
す
る
に
歪
っ
た
。

イ
消
費
組
合
大
戦
は
消
費
納
入
甘
H
A
び
其
の
組
合
員
の
増
加
に
非
常
な
る
影
響
を
及
ぼ

L
た
。
此
の
主
要
な
る

原
因
は
商
へ
の
射
利
的
態
度
仁
基
〈
も
の
で
ゐ
っ
て
、
物
問
恨
山
山
不
断
内
勝
院
を
促

L
た
る
食
料
品
及
び
其

ω他
商

品
山
町
大
い
Y

な
る
依
乏
は
、
消
費
組
合
ご
両
人
ピ
の
金
〈
某
れ
る
販
責
政
策
b
a
促
し
た
。
商
人
は
岡
慣
格
を
引
上
ぐ
る

Fuclmer. Die russische Genossenschaftsbewegllng (1865-1921). 1922. S 
12-J 5 
Hahn. Die neueste Entwicklnng des Geno5senschaftswesens in Russland 
1020. S. 3-4 
日lanc.Co-operati¥'c Movement in J<ussia. p. 52 
ibid. p. 92. 
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ト

有
ら
ゆ
る
機
曾
を
利
用
せ
ん
Z
試
み
た
る
に
反
し
、
消
品
質
組
合
は
購
買
せ
る
商
品
の
債
格
を
引
上
「
る
事
な
く
し

て
之
を
組
合
a
具
に
交
付
し
た
。
従
っ
て
消
費
組
合
に
於

τは
慌
に
碍
論
上
に
留
ら
す
、
質
際
仁
於
て
も
其
の
限
寅

岡
倒
桁
は
尚
人
の
そ
れ
よ

h
も
仮
出
陣
で
ゐ
っ
た
。
成
る
純
の
商
用
聞
が
消
費
組
令
に
於
T
紋
乏
す
る
際
に
は
、
茸
(
の
債

格
は
直
ち
に
商
人
に
よ
っ
て
引
上
げ
ら
る
、
有
伎
で
ゐ
っ
た
。
古
れ
ば
人
々
は
守
っ

τ油
田
技
組
合
に
加
入
し
、
組

合
員
は
戦
前
に
は
百
五
刊
誌
人
で
ゐ
っ
た
が
、
一
九
一
七
年
一
月
に
は
六
町
五
十
両
人
ご
な
h
、
警
年
一
月
に
は
ふ

一
千
高
人
仁
も
上
っ
た
。
併
し
消
費
組
合
の
異
常
な
る
後
燥
を
促
し
た
る
他
の
原
凶
ご
し
て
、
会
図
的
な
る
消
費

組
合
聯
令
蓮
動
を
皐
げ
な
い
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
来
政
府
は
該
組
合
の
聯
命
運
動
に
封
し
て
は
反
鋭
的
態
度
ヤ
探

h
、
消
費
組
合
の
活
動
は
各
一
都
市
内
に
限
る
べ
き
も
の
ご
な
し
、
各
組
合
聞
の
嚇
合
は
現
花
に
於
て
も
又
賂
来
に

片

τも
之
を
許

3
5
る
方
針
を
採
れ
る
が
、
斯
る
方
策
は
共
の
後
漸
次
緩
和
せ
ら
れ
二
人
九
六
年
ニ
ヂ
-
一
・
ノ
グ

ゴ
ロ

1
V
に
於
て
第
一
回

ω
消
費
組
合
曾
議
が
闘
が
れ
、
一
入
九
八
年
に
は
壬
ス
コ
?
に
消
品
質
組
介
聯
合
合
が
設

立
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
共

ω
後
此
の
聯
合
曾
の
機
抱
は
漸
次
嫡
大
せ
ら
れ
た
る
が
、
大
戦
中
に
於

τ異
常
に
堆

加
せ
る
会
図

ω多
数
の
消
費
組
合
に
射
し

τは
、
不
充
分
正
な
る
仁
至
っ
た
。
き
れ
ば
露
西
琵
の
各
地
方
に
於

τ

新
な
る
消
品
質
組
合
聯
合
曾
が
設
げ
ら
れ
、
一
九
一
六
年
乃
至
一
七
年
に
は
ペ
-
プ
ロ
グ
ラ

1
ド
、
キ
且
フ
、
オ
デ
ッ

サ
、
ぺ
庁
ム
に
於
て
夫
々
聯
合
曾
が
設
り
ら
れ
、
チ
ヤ
ル
ヨ
フ
に
於
ー
は
市
露
消
費
組
合
聯
合
曾
(
可
O
Y同
)
が
設

け
ら
れ
、

V

ペ
リ
ア
に
於
て
は
V

4

7

ア
産
業
組
合
聯
合
品
目
(
印
件
己
3
S
G
が
設
立
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
此
等
の

新
聯
合
.
げ
は
共
の
管
理
及
び
資
本
に
闘
し

τは
完
全
な
る
獅
立
活
吻
を
確
保
せ
る
が
、
毛
ス
ヨ
ク
聯
合
曾
の
一
分

肢
己
な

b
、
商
業
取
引
に
就
て
机
偶
者
ピ
密
接
な
る
閲
係
を
結
ん
に
。
而
し
て
一
九
一
七
年
七
月
に
毛
ス
コ
ヲ
聯
合

簡

議

九

路
四
M

M

O

能
業
組
合
担
励

第

鵠

第
二
十
回
巻

九

Fucl刊 er，a. a. O. S. J5. 
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可

ら7
3 

吋

酋

設

露
四
国
白
産
業
組
骨
運
動

第
二
十
四
谷

O 

第

銃

O 

曾
は
会
露
消
提
組
合
中
央
聯
合
曾
(
N
S円
吉
田
〕

E
)
ピ
な
b
、
共
的
最
も
繁
栄
せ
る
時
代
に
於

τは
阿
南
六
千
の
消

投
組
合
ピ
一
千
古
内
的
組
合
此
子
炉
』
包
擁
し
た
の
で
あ
る
。

川
内
信
川
組
合
露
両
盟
小
川
信
用
組
合
に
は
二
従
り
形
式
が
認
め
ら
れ
る
。
一
は
V

ユ
戸
ヅ
ヱ
・

J
7
1
リ
ッ
チ
式

の
牒
民
銀
行
に
航
す
る
も
の
で
ゐ

b
、
他
は
一
ブ
イ
プ
ア
イ
ゼ

y
の
原
則
に
基
〈
信
用
組
合
で
あ
る
。
露
西
毘
の
信

昭
組
合
俊
生
の
蛍
附
に
於
て
は
、
シ
ユ

Y

ツ
エ
式
信
用
組
合
的
思
想
が
知
織
階
級
的
問
に
情
ま

b
、
同
組
合
が
各

地
に
設
立
せ
ら
れ
た
る
が
、
蛍
時
的
創
設
者
は
地
主
又
は
知
識
階
放
の
人
命
で
ゐ
つ

τ、
一
般
民
衆
就
中
農
民
は

之
に
劃
し
て
何
等
の
理
解
な
f
、
た
め
に
信
川
組
合
は
未
だ
充
分
な
る
後
誌
を
途
「
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
一
八

九
一
年
の
大
凶
作
ピ
之
に
引
縦
り
る
大
餓
催
ご
は
、
一
般
の
注
意
を
し

τ農
業
問
題
に
向
は

t
め
、
政
府
も
農
民

を
救
済
す
る
目
哨
を
以
て
一
八
九
五
年
七
月
に
信
用
組
合
訟
を
後
布
L
て
ラ
イ
フ
ア
イ
ゼ
ン
式
の
信
用
組
合
の
設

立
を
奨
励
[
た
U

夏
に
信
用
組
合
は
ス
ト

y
ツ
ぜ
ン
の
農
業
段
革
仁
磁
て
大
い
に
畿
展
す
る
こ
正
、
な
っ
た
。
即

も
共
同
耕
作
の
厳
止
、
小
土
地
所
有
者
の
非
常
な
る
増
加
(
一
九
二
二
年
に
は
全
農
民

ω宇
を
占
む
)
及
ぴ
之
ご
閲

聯
せ
る
農
業
の
集
約
化
は
信
用
組
合
の
畿
日
成
を
促

L
た
。
而
し
ず
農
業
生
産
仁
機
械
、
家
事
及
び
優
良
な
る
利
子

を
必
要
と
す
る
中
農
は
、
信
用
組
合
仁
加
入
せ

Y
予
ぜ
得
F
る
に
至
っ
た
υ

一
九

O
五
年
に
は
一
四
二
ニ
の
信
用

組
合
が
存
せ

L
に
過
ぎ

g
る
に
、
一
九
一
五
年
一
月
に
は
一
四
五
四
八
に
増
加
L
、
之
に
件
ふ
て
組
合
運
動
の
性

質
が
根
本
的
に
抽
出
化
す
る
一
』
正
、
な
っ
た
。
卸
も
臥
民
放
的
運
動
か
ら
同
民
主
的
の
も
の
ご
な
h
、
好
意
的
な
る
貨
族

階
級
以
此
の
運
動
か
ら
誕
き
異
の
康
民
的
運
動
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
刊
農
民
の
側
に
於
け
る
信
用
組
合
に
劃
す
る

信
頼
の
大
い
な
る
こ
ご
は
、
彼
等
の
組
合
預
金
の
不
断
の
増
加
に
依

τ之
を
知
b
得
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
大

Fuckncr. a. a. O. S. 39. 40 
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戦
中
に
於

τ其
の
手
許
現
金
は
之
を
自
家
に
貯
戒
す
る
か
又
は
信
用
組
合
に
預
金
し
た
。
大
戦
中
に
於
て
組
合
は

本
来

ω信
用
授
興
の
任
務
以
外
に
、
軍
隊
及
び
人
民
じ
穀
物
其
他
り
食
料
品
を
供
給
す
る
任
務
を
引
受
り
、
一
九

一
六
年
仁
は
軍
総
ロ
仰
の
一
七
必
を
供
給
し
た
出
信
川
組
合
に
荘
て
も
各
地
方
に
其
の
聯
合
曾
が
設
け
ら
れ
、
就
中

間
州
藩
な
る
も
の
は
尚
来
臨
画
型
信
用
組
令
聯
令
曾
(
』
5

0
主
で
あ
っ
て
、
一
九
一
入
年
の
初
め
に
は
入
五
四
の
信

用
組
合
を
包
擁
し
た
。
叉
信
用
組
合
の
中
央
金
庫
正
し
て
は
一
九
一
二
年
に
百
高
留
の
資
本
金
を
以

τ毛
ス
コ
ク

園
民
銀
行
(
出
向
。
目
唱

Z
虫
色
弓
回
Er)
下
設
43
せ
ら
れ
た
る
が
、
其

ω後
漸
次
設
展
し
て
一
九
一
七
年
末
に
は

"
 

一
千
高
創
的
資
本
金
を
有
す
る
に
至
つ
に
。

川
農
業
組
合
此
の
組
合
の
後
日
此
は
比
(
の
常
初
仁
於
て
は
極
め
て
遅
々
セ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
普
踊
農
業
組
合

中
に
は
焼
事
組
合
(
O
F
R日

5
2
ω
)
が
加
へ

ιる
、
も
、
之
は
寧
人
農
民
の
文
化
的
特
家
を
任
務
ご
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
来

ω
産
業
組
合
ご
し

τ
の
農
業
組
令
(
叶
O
当
ω民
自
宮
白
書
m
w
)

は
今
世
紀
仁
入

hτ
初
め
て
後
展
し
た
る
も
の

で
ゐ
る
。
前
世
紀
に
於
て
は
之
は
ミ

1
P
及
び
ア
W

テ
ル
(
〉

zo--)
ご
共
に
殆
ん

Y-
見
る
べ
き
成
果
や
一
般
的
な
か

っ
た
o

郎
丸
農
業
組
合
は
一
入
九
五
年
迄
に
は
一
七
五
存
せ

L
に
過
ぎ
ま
る
も
、
一
九

0
・
七
年
の
ユ
ト
η
ノ
ヅ
ピ

V

改
革
迄
に
一
七
一
入
に
増
加
し
・
大
戦

ω勃
殺
蛍
附
に
は
八

0
0
0
に
述
L
K
o
γ
4
9
7
仁
於
て
は
農
業
組
合

は
編
著
な
る
畿
燥
を
遂
げ
、
隣
農
組
合
は
一
入
大

O
年
に
初
め
て
設
立
ゼ
巴
れ
た
る
が
、
柿
民
者

ω増
加
仁
件
ひ
北

部
露
両
毘
に
も
術
張
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
核
組
合
の
聯
ム
ハ
ロ
曾
(
冨
E-oN何
回
可
)
は
一
九
一

O
年
に
伯
林
仁
事
務
所

を
設
付
、
草
ん
叩
勃
品
四
止
V

同
時
に
於

τは
三
五

U
Oの
臨
閉
山
凪
組
合
沼
包
合

L
、
午
蹴
問
聡
州
額
の
牛
を
取
扱
ひ
.
業
の
内

三
九
・
一
，
%
は
濁
逸
へ
、
叉
同
慌
の
観
を
英
吉
刺
へ
輪
出
し
た
叫
真
γ
亜
麻
栽
培
組
合
を
皿
官
民
し
、

論

議

第
二
十
四
巻

第

腕

路
四
国
自
虚
業
組
合
誕
勘

一
九
一
五
年
に

-

-
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議

言首

健
闘

M
M
2院
議
組
合
謹
動

第
二
十
四
谷

第

掛

は
其
の
全
露
聯
合
品
目

(rPONE可
)
が
設
川
り
ら
れ
い
、
会
閣
の
亜
麻
栽
培
の
六
O
M刊
を
包
合
L
、
世
界
市
場
に
於
て
重

大
な
る
役
削
を
仲
間
中
'
る
こ
己
、
な
っ
た
出
同
時
に
馬
鈴
議
椛
培
組
合
も
会
閥
的
な
る
聯
合
曾
(
目
。
]
E
同
ω
ユoE)

を
設
立
し
た
o

一
九
一
人
年
に
は
毛
Z

コ
ヲ
岡
民
銀
行
に
依
て
会
蕗
農
産
物
購
買
組
合
聯
合
曾
(
印
号

E
E
5
)
が

設
主
せ
ら
れ
た
る
も
、
聞
も
な
〈
ポ
で
ν
エ
グ
イ
キ
に
よ
る
白
山
産
業
組
合
の
破
一
壊
が
行
は
机
た
る
が
故
に
、
充
，

n
T
な
る
畿
財
此
を
鬼
十
に
移
っ
た
。

ケ
レ
y
λ

キ
!
の
似
政
府
の
下
に
於
℃

h
又
ポ
ル
ジ
且
グ
ィ
キ
革
命
の
嘗
初
に
於
て
も
、
共
産
鰭
は
純
然
た
る

資
本
家
企
業
ご
の
倒
崎
市
に
従
劫
せ
る
が
欣
仁
、
産
業
組
合
は
↑
九
一
八
年
の
一
月
に
至
る
迄
引
続
ハ
ー

τ張
反
L
た。

今
一
八
六
六
年
か
ら
一
九
一
八
年
一
月
に
歪
る
迄

ω産
業
組
合
の
俊
迭
を
示
せ
ば
攻
の
如
〈
で
あ
る
叫

J
h
C
一年

六
0
0

λ
九七

;¥‘ 
j、
ノ、

一ー ←4 二三 11:: 

ーー-~h 
二 六 00
七 二 O 百

五九四年

一
九
一
三
年

一0
0
入

O

一
ニ
七
五
一

八

0
0
0

今
丸
一
七
年

目一0
0
0
0

↑

λ
七
六
八

一二五
0
0

一
九
一
八
年

間
五
九
九
七

二
五
五

0
0

一
回
正
二

O

農民 >>l
業 川 史

組 組 組

合 合 合

夏
に
進
ん
で
新
る
産
業
組
合
が
戦
時
共
産
主
義
時
代
に
於
て
如
何
に
襲
化
せ
る
か
を
窺
ふ
で
あ
ら
う
。

第
四

戦
時
共
産
主
義
時
代
に
於
け
る
産
業
組
合

従
来
的
批
曾
主
義
者
が
資
本
主
義
川
代
に
於
り
る
産
業
組
合

ω重
要
性
を
批
判
す
る
仁
際
し
て
は
、

産
業
組
合

な
る
も
の
が
枇
曾
主
義
を
封
現
す
る
闘
窃
手
段
ご
し
て
如
何
な
る
程
度
に
於
て
役
立
つ
や
の
問
題
に
、

共
の
注
意

カ
を
集
中
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

枇
曾
主
義
り
右
翼
・

卸

L
所
謂
修
正
涙
は
産
業
組
合
運
動
を
重
要
視
す
志
も
の

Hillm. a. a' Q. S. 14・
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は
-

τ
d
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細
町

於

τの
み
、
重
姿
壮
官
官
明
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
ま
寸
は
産
業
組
合
一
か
有
用
な
る
所
以
は
該
組
合
が
資
本
主
義
企
業
島
民

に
代
る
こ
ど
に
よ
っ

τ勢
働
者
の
物
質
的
扶
践
を
改
善
す
る
が
た
め
で
は
な
く
、
警
の
該
組
合
一
義
一
働
者
刊
ば
共
沈

岡
利
盆
の
下
に
於
り
る
共
同
生
産
経
傍
に
馴
れ
し
な
る
に
泊
す
る
も
の
で
ゐ
る
ご
信
ず
る
が
だ
め
で
あ
る
。
蹴
仙

『
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W

凶

寸
副

引
凶

n

に
闘

骨
両

日
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者
、
h

掛
町
一
山

崎

M
H

a
u
止

の

K

J

来

同

従

W

I

で
あ
る
o

蓋
し
彼
等
は
産
業
組
合
な
る
も
の
は
漸
次
資
本
主
義
企
業
を
各
稀
の
経
済
方
而
よ
h
駆
逐
L
て
之
に
代

h
、
従
っ
て
枇
街
化
り
行
経
は
枇
品
目
革
命
な
〈
し
て
到
達
せ
ら
れ
得
る
も
の
さ
信
T
る
か
ら
で
あ
る
。

反
之
左
翼

印
h
革
命
的
一
枇
曾
主
義
者
は

一
般
に
無
産
者
の
猫
裁
子
段
に
依
ら
さ
る
枇
曾
化
を
信

ι得
な
い
の
で
あ
品
。
彼
等

の
看
る
所
に
よ
れ
ば
産
業
組
合
運
動
な
る
も
の
は
、

枇
曾
主
義
を
-wH
現
す
る
た
め
の
多
数
的
第
二
次
的
手
段

ω

に
過

F
る
も
の
で
あ
っ
て
、

然
か
も
労
働
組
合
及
び
革
命
的
労
働
者
の
政
治
機
闘
が
誇
運
動
に
奉
加
す
る
場
合
に

然
れ
H

己
も
枇
曾
革
命

ω時
期
に
於
け
る
産
業
組
合
の
任
務
は
川
市
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

無
所
者
が
資

政
叫
怖
を
自
己
の
学
中
仁
牧
め
、

新
な
る
枇
品
目
主
義
経
済
組
織
の
山
地
誌
を
開
始
し
た
る
後

本
主
義
山
機
力
を
奪

ο・

他

ω幾
多
の

に
於
て
は
売
業
組
合
に
如
何
な
る
役
訓
が
川
端
せ
ら
る
べ
き
で
ゐ
る
か
。
然
る
に
此

ω問
雌
た
る
や
、

従
来
の
枇
合
主
義

ω理
論
家
じ
よ
っ
て
充
分
に
解
決
せ
ら
れ
て
は
ゐ
な
か
っ
た
り
で
ゐ
る
。
所

問
題
吉
岡
械
に
、

古
都
た
る
べ
き
枇
曾
制
度
の
一
般
的
根
底
を
概
説
す
る
を
以
工
揃
足
せ
る
も
の

調
科
此
ザ
的
批
品
目
主
義
な
る
も
の
も
、

で
あ
っ
た
o

従
っ
て
詳
細
な
る
計
置
は
新
制
度
建
設
の
行
続
中
に
於
て
作
成
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

勿
論
彼
等
理
論
家
は
新
制
度
の
建
設
は
長
年
月
の
行
程
を
要
す
る
が
故
に
、

如
何
な
る
場
合
に
於
工
も
多
少
正
首

な
る
方
策
を
見
出
す
に
充
分
な
る
品
川
絡
を
引
す
る
も
の
ご
信
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ポ
U
F
U
V

エ
グ
ィ
キ
が
政
棋
を
獲
得
す
る
や
否
や
、

数
百
年
来
存
せ
し
枇
曾
、

国
家
1
A
ぴ
経
隣
組
織

ω破
壊
を
閲

諭

議

錦
凶
到
の
虚
業
帆
合
誕
鋤

第
二
十
凹
巷

一一
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論

議

露
間
正
由
産
業
組
合
運
動

第
二
十
四
谷

~~ 

第

号車

回

始
し
た
。
併
し
此
の
最
初

ω攻
撃
に
於

τは
、
産
業
組
合
は
破
壊
を
兎
れ
た
の
で
あ
っ
た
o
賞

附

ギ

U
F
V
Z
J
グ
イ

キ
は
資
本
主
義

ω田
是
認

ω廠
止
に
全
力
を
注
ぎ
、
銀
行
、
大
工
業
.
鉱
山
及
び
蓮
総
合
赴
を
第
一
に
枇
品
川
化
し
た
。

け
れ
ど
も
e
y
p

ジ
ヨ
ア
の
所
産
に
ゐ
ら
ず
さ
る
産
業
組
合
は
此
の
第
一
の
渦
中
に
投
骨
ら
る
、
こ
子
宝
免
れ
た
の
で

あ
る
が
‘
凡
て
の
資
本
主
義
組
織
が
可
成
ム
リ
厳
止
せ
ら
れ
た
る
後
に
於
て
、
産
業
組
合
に
劃
し
て
は
之
を
如
何
に

蕗
置
す
べ
き
や
の
問
題
が
結
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
産
業
組
合
が
労
働
者
及
び
農
民

ω一
職
一
肱
仁
役
立
つ
ζ

己
は
極

め

τ隙
で
ゐ
る
が
、
該
組
合
は
小
プ
ル
ジ
ヨ
ア
槻
念
論
者
の
避
難
所
己
目
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
資
本
五
議
挫
仁

フ
戸
ヂ
ヨ
ア
が
根
絶
せ
ら
れ
た
牧
に
於
工
、
民
永
の
小
プ
片
ヂ
ヨ
ア
融
制
紳
ご
の
闘
守
が
問
題
ご
な
り
、
而

L
て
之

は
産
業
組
合

ω破
壊
ピ
メ
ン
U

エ
ピ
キ

ω根
純
正
に
現
は
れ
た
の
で
ゐ
る
。
従
つ

τ産
業
組
合
は
白
山
組
織
ピ

L

τは
全
〈
消
滅
す
る
仁
王
っ
た
の
で
あ
る
が
.
此
の
品
鋭
化

ω道
税
を
逃
ぷ
る
に
先
っ
て
、
ポ
W

V

エ
グ
イ
キ
の
産

業
組
合
廃
止
の
理
論
上
め
根
践
を
窺
ふ
で
ゐ
ら
う
。

共
産
主
義

ω理
論
家
た
る
メ
ス
チ
且

F
ヤ
コ
ア
の
謂
ふ
所
に
よ
れ
ば
・
産
業
組
合
な
る
も
の
は
資
本
主
義
搾
取

の
必
然
的
随
伴
物
で
ゐ
っ
て
、
此
川
り
搾
取
に
訴
す
る
闘
守
手
段
で
ゐ
る
。
従
っ
て
該
組
合
は
資
本
主
義
制
度
の
所

産
で
ゐ
る
。
貨
融
市
が
底
止
せ
ら
れ
之
に
釣
す
る
要
求
が
消
滅
す
る
所
の
耐
合
主
義
経
済
の
下
に
於
て
は
、
信
用
組

合
は
何
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
o
総

τの
住
宅
が
枇
曾
の
所
有
に
移
る
な
ら
ば
、
住
宅
組
合
は
何
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
か
。
総
生
産
物
が
金
枇
合
山
り
手
中
に
蹄
す
る
場
令
に
於
て
は
、
購
買
及
び
版
寅
組
合
は
如
何
な
る
必
要

が
あ
る
か
。
消
費
組
合
に
就
工
も
同
徒
で
あ
っ
て
、
者
も
其
の
必
要
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る

ωで
あ
る
。
蓋
し
必

要
な
る
生
産
物
は
分
配
を
司
る
所
の
官
聴
に
依
て
同
一
保
件

ω下
に
分
配
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く

， " 



に
し
て
産
業
組
合
が
組
合
員
に
者
も
利
盆
を
興
へ
な
く
な
る
な
ら
ば
何
人
も
之
に
加
入
せ
な
い
で
あ
ら
ラ
。
従
っ

て
資
本
主
義
搾
取
が
終
末
を
告
ぐ
る
な
ら
ば
.
総

τ
の
産
業
組
合
は
消
滅
せ
な
け
れ
ば
な
ら
凶
こ
正
、
な
る
で
あ

P
D
ミ
ノ
J

と
。

終
末
の
人
類
枇
曾
は
豆
大
な
る
消
費
組
合
|
|
而
し
て
此
の
組
合
は
同
時
に
総
工
の
必
需
品
を
組
合
員
の
た
め

に
生
産
す
る
所
の
生
産
組
合
で
あ
る
|
|
た
る
に
至
る
べ
し
ピ
の
カ
ク
ッ
キ
ー
の
主
張
に
封
し
て
、
メ
ス
チ
且

P

ヤ
コ
フ
は
祉
曾
主
義
組
織
の
下
に
於
け
る
生
産
及
び
分
配
は
、
産
業
組
合

ω根
底
に
於
て
で
は
な
〈
、
車
γ

ろ
枇
品
開

官
印
加
古
し
て
組
織
せ
ら
る
、
腕
の
も
の
に
依
て
行
は
る
、
古
一
お
っ
て
ゐ
る
。
印
も
枇
品
目
の
各
員
一
が
之
に
加
入
す
る

か
否
か
は
、
各
自
の
白
山
立
町
山
に
掛
る
腕
で
は
な
い
。
自
由
意
思
的
加
入
の
要
素
|
|
従
来
の
産
業
組
合
の
特
徴

ー
ー
は
消
滅
し
、
枇
品
目
の
全
員
は
勢
働
に
従
事
せ
な
り
れ
ば
な
ら
肉
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
其
の
必
要
ご
す
る
所

ω生
産
物
を
此
曾
か
ら
獲
得
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

露
両
政

ω
共
産
主
義
り
立
場
を
正
確
に
表
現
ザ
る
此
の
論
者

は
、
自
治
に
謝
し
て
も
亦
反
謝
し
て
ゐ
る
。
枇
食
主
義
制
度
の
下
に
於
て
自
治
が
存
す
る
や
否
や
は
会
〈
重
要
で

な
い
ご
彼
は
考
ム
る
の
で
ゐ
っ
て
、
枇
曾
主
義
組
織
の
下
仁
於

τは
自
治
な
る
語
は
金
〈
死
滅
せ
る
も
の
ご
考
ム

ぺ
き
で
あ
る
ご
云
っ
て
ゐ
る
。

新
(
の
如
〈
彼
は
枇
合
主
義
制
度
の
下
に
於

τは
産
業
組
合
な
る
も
の
は
資
本
主
義
時
代
に
殺
生
せ
る
他
の
総

て
の
組
織
ご
同
様
に
死
滅
せ
ぎ
る
を
得
さ
る
事
を
確
信
す
る
に
拘
ら
令
、
一
闘
が
無
産
者
の
獅
裁
に
依
て
統
制
せ

ら
る
、
過
渡
期
に
於
て

u、
産
業
組
合
並
仁
其
他
の
組
織
な
る
も
の
は
、
資
本
主
義
に
謝
す
る
不
断
の
闘
争
じ
役

立
つ
限
度
に
於
て
の
み
、
術
ほ
存
続

ω可
能
性
を
有
す
る
こ
ご
を
承
認
し
て
ゐ
る
。
此
の
目
的
を
蓮
す
る
怨
め
に

言首

第
二
十
四
容

五

部

批

五

叢

路
聞
亜
の
産
業
組
合
起
副



t市

議

露
間
亜
の
法
業
組
合
迅
動

第
二
十
四
径

"-，、

jp; 

擁

-"-，、

は
総
て
の
帥
労
働
者
は
康
業
組
合
の
組
合
員
ご
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
必
O

政
拙
を
獲
得
せ
る
無
車
障
者
は
彼
等
の
全
員

に
該
組
合
に
加
入
す
る
義
務
を
負
は

L
h
U
る
や
う
努
力
せ
江
る
を
得
3
る
は
明
白
で
あ
る
が
、
併
L
之
に
向
て
産

業
組
合
の
第
一
の
特
徴
た
る
自
由
意
思
的
加
入
は
失
は
る
、
の
で
あ
る
。
而
し
て
無
産
者
獅
裁
に
よ
る
闘
川
市
手
段

、
乙
し
て
の
産
業
組
合
の
利
用
は
、
先
ワ
鈎
一
に
之
を
銚
陥
な
き
分
配
機
関
ご
し
て
組
織
す
る
こ
ど
で
あ
る
。
該
組

合
は
従
来
の
活
動
時
代
に
於
て
は
、
充
分
な
る
数

ω分
配
所
ご
良
(
訓
練
せ
ら
れ
且
つ
経
験
を
宿
す
る
役
員
ピ
セ

包
擁
ず
る
趨
設
な
る
技
術
的
機
闘
で
め
っ
た
か
ら
、
右
の
利
用
は
充
分
な
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
唯

従
来
の
組
織
的
銚
陥
を
胡
除
す
で
苫
で
あ
る
。
此
の
分
配
機
能
を
同
消
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
組
令
聞

に
於
り
る
競
守
を
排
除
L
、
一
村
落
内
に
於
て
は
喰
一
筒
の
組
合
を
許
す
が

rぃ
趨
常
た
る
で
あ
ら
う
。
斯
〈
闘

守
手
段
ピ
な
れ
る
組
合
が
従
前
的
知
(
中
立
た
る
を
得
中
、
何

μ
の
仲
間
波
に
も
附
加
せ
古
る
を
得
、
さ
る
は
白
明
の
理

で
あ
る
。
該
組
合
は
無
産
宥
の
他

ω総
τの
組
織
正
岡
除
に
、
階
滋
闘
争
に
参
加
ゼ
グ
る
を
待
な
い

ω
で
ゐ
つ

τ、
斯
る
川
市
備
の
下
に
於
て
の
み
売
業
組
合
は
無
産
者
の
王
蛍
な
る
附
守
機
開
ご
な
る
で
あ
ら
う
。
此
山
一
場
合
斯

る
機
闘
を
し
て
其

ω最
高
機
能
を
俊
挿
せ
し
め
ん
'
』
己
を
要
求
す
る
所

ω
政
艇
を
猪
得
せ
る
無
斎
者
が
此
の
機
闘

の
経
済
放
態
に
謝
し
て
加
熱
闘
心
な
る
を
得
ゲ
る
は
自
然
の
珂
に
し
て
、
補
助
金
又
は
花
的
商
人
に
属
す
る
生
産
物

の
交
付
に
依
て
之
を
援
助
す
ぺ
き
で
ゐ
る
o

加
之
産
業
組
合
は
新
〈
の
如
〈
に
し
て
他

ω性
質

l
帥
も
湖
立
性

ー
ー
を
失
は

F
る
を
待
F
る
こ

Z
E
な
る
o

此
の
凋
立
性
な
る
も
の
は
、
産
業
組
合
が
有
産
者
階
級
吋
政
拙
に
服

す
る
危
険
に
躍
さ
る
、
限
b
に
於

τの
み
有
用
な
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
峠
労
働
者
の
組
合
は
彼
等
の
政
府

!
l無

産
階
滋

ω政
府

l
lへ
隷
崩
す
る
こ
E
を
屯
も
恐
る
、
所
で
は
な
い
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
出

Fuckner， a. a. O. S. 91-95. 25) 

'. 



要
之
枇
曾
草
命
及
び
無
産
者
的
澗
裁
川
州
問
に
於
て
は
、
産
業
組
合
な
る
も
の
は
其
の
本
質
が
根
本
的
に
漣
化
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
ゐ
る
o

従
来
志
院
業
組
合
は
自
由
意
思
的
に
加
入
せ
る
組
合
員
に
の
み
利
用
せ
ら
れ
た
る
所
な

る
が
、

A
T
や
細
工
の
人
民
に
よ
っ
て
刺
川
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
心
。
従
前
に
於

t
は
虎
業
組
什
へ
の
加
入
及
び

脱
出
世
は
各
人

ω自
由
裁
誌
に
委
せ
ら
れ
て
ゐ
っ
た
が
、
今
や
加
入
は
強
制
的

ω
も

ω
ご
な
b

従
来
共

ω獅
立
性

を
雌
保
せ
る
産
業
組
合
は
、
今
や
無
産
者
の
政
雌
仁
自
由
意
思
的
に
服
従
せ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
且
つ
従
来
の
組

合
は
例
れ
の
議
振
に
も
筋
せ
す
、
其
的
理
想
ピ
す
る
所
は
政
治
的
局
外
中
立
で
あ
っ
た
が
、

A
ー
や
無
産
者
の
階
級

闘
守
に
盛
加
せ

F
る
を
得
ぎ
る
に
至
る
も
の
で
ゐ
る
。

右
に
遁
べ
た
る
所
は
鉱
山
産
者
獅
裁
期
に
於
り
る
産
業
組
合
の
任
務
仁
関
す
る
J
λ

チ
チ
y
ヤ
ヨ
フ
の
見
解
で
あ

る
が
・
彼
の
主
張
は
大
憶
に
於
て
川
市
U
F
U

エ
ピ
キ
に
ほ

τ採
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ο

戦
時
共
産
主
義
時
代
に
於

て
右
に
述
べ
た
る
主
張
が
如
何
に
賞
現
せ
ら
れ
た
る
か
、
又
其
の
結
果
は
如
何
で
ゐ
っ
た
か
を
今
少
し
く
具
雌
的

ド
考
究
す
る
で
ゐ
ら
う
。

4
消
費
組
合
に
劃
す
る
戸
市
W

V

エ
グ
イ
キ
の
政
策
。
限
界
戦
争
及
び
之
に
引
鋭
り
る
革
命
動
乱
が
粛
し
た
る
食

糧
内
危
機
は
、
全
配
給
機
関
の
破
壊
に
よ
っ
て
一
屠
激
し

v
ι
Lめ
ιれ
た
。
労
農
政
府
は
食
樹
配
給
機
闘
を
設

立
す
る
目
的
世
以

τ
一
九
一
入
年

ω初
め
に
治
投
コ
ン
ミ
ユ

1
ン

ω計
査
ぜ
完
成
し
た
。
而

L
て
此
の
ヨ
シ
ミ
ユ

l
y
は
会
人
氏
を
包
括
す
る
所

ω唯
一
の
分
配
機
関
で
あ
h
、
又
問
附
に
其
産
物
の
交
易
を
も
行
ふ
も
の
で
あ
っ

て
、
食
糧
委
員
曾
が
作
成
せ
る
計
査
に
従
つ

τ行
動
4
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
H

と
も
従
来

ω消
技
組
合
の
完

一
般
の
産
業
組
合
、
就
中
帥
労
働
者
の
消
費
組
合
に
よ
っ
て
激
し
〈
反
謝

会
な
る
廃
止
を
意
味
す
る
此
の
計
登
は
、

，，?~ 

IiIRJ 

司E

齢
附
班
の
民
業
組
合
部
醐

首長

抗

b 

部
三
十
四
血
管

4二

t 



せ
ら
れ
た
。
此
の
た
め
に
勢
農
政
府
は
一
九
一
入
年
四
月
十
日
の
消
費
組
合
に
闘
す
る
布
告
仁
凝
結
す
る
に
至
れ

る
妥
協
を
な

t
を
伶
餓
な
く
せ
し
め
ら
れ
た
o
レ

1
↑二，

こ
的
立
場
4

をfぜh

車楽卦

τ得
F
る
一
部
叫
勢
骨
働
者
叫
産
業
組
合
己
の
安
協
で
ゐ
る
正
云
つ
て
ゐ
る
。
郎
も
若
L
'も
町
無
串
産
胤
者
が
剖
弾M
 

y
ピ

r-ニ一

3ツ
ト
を
過
じ
て
活
動
'Lし
、
周
民
的
廿
恭
抽
葉
琳
準
苫
の
上
じ
統
制
を
帥
雛
叫
立
す
る
ニ
己
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
斯
苧
，
る
。
姿
協
川

ジ
ピ
エ
ヅ
ト
の
食
樹
局
及
び
並
(
の
供
給
機
関
に
依

τ、
無
産
者
に
よ
っ
て
加n
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路
四
珂
の
陪
業
組
合
運
動

/， 

叢

第
二
十
回
寄

一八

第

扱

の
必
要
は
出
品
も
存
せ
な
い
w

の
で
ゐ
る
。

管
迎
せ
ら
る
、
所

ω
一

ω組
合
に
人
々
を
結
合
す
る
で
あ
ら
う
。
而

Lτ
プ
P

ジ
ヨ
ア
か
ら
の
援
助
を
要
廿
宇
、

叉
抽
労
働
者
の
組
合
を
し
て
プ
W

ジ
弓
ア
組
合
ご
提
携
す
る
(
後
者
を
服
従
せ

l
め
雨
者
を
打
っ
て
一
九
と
す
る
こ

正
な
〈
)
こ
正
を
俄
儀
な
〈
せ
L
h
U
る
所

ωプ
戸
ジ
ヨ
ア
芭
の
妥
協
を
要
せ
な
い
の
で
あ
る
吉
町

v
l
ニ

V

は
此

の
妥
協
を
以
て
勢
農
政
府
の
弱
鮎
を
示
す
も
の
ご
解
し
て
ゐ
る
C

此
の
消
費
組
令
に
閲
す
る
布
告
に
嬢
工
、
務
組

合
は
共
の
活
動
の
匝
域
内
に
於
て
総
て
の
人
h
q

に
よ
っ
て
利
則
せ
ら
る
べ
き
こ
正
、
な

h
、
貧
民
を
し
て
之
に
加

入
せ
し
む
る
が
勉
め
に
、
組
合
員
の
出
資
額
は
五
十
コ
イ
ヅ
グ
合
越
ね
得
F
る
国
円
が
規
定
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
各

村
落
に
於

τ
一
般
市
民

ω消
費
組
合
古
労
働
者
の
泊
投
組
合
Z
の
雨
者
が
夫
々
一
筒
づ
、
認
め
ら
る
、
こ
吉
、
な

っ
台
。
叉
此
叫
す
の
組
ゅ
の
管
理
部
に
は
特
殊
委
員
を
任
命
す
る
こ
ぜ
に
依
て
、

る
、
二
ご
さ
な
っ
た
。

y
r
エ
ツ
ト
行
政
機
捌
中
に
引
入

更
に
一
九
一
人
年
入
月
八
日
の
布
告
に
健
一
仁
、
袖
川
投
組
合
に
農
産
物
己
都
市
正
業
品
ご
の
交
日
却
を
仲
介
す
る
所

の
任
務
が
課
せ
ら
れ
た
。
併
し
フ
ク
ナ
!
の
4

一
日
ふ
所
に
よ
れ
ば
此
の
布
告
は
質
際
に
岡
民
経
済
上
重
要
な
る
方
策

ご
は
な
h
待
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
そ
れ
は
1
食
縄
の
豊
富
な
る
地
方

(ν
ぺ

P
ァ
、
ク
ク
一
フ
イ
ナ
等
)
が
蛍
附
y

出)

27) 



ピ
エ
ヅ
ト
の
権
力
外
に
あ

b
し
事
、

n，
此
力
交
易
を
管
理
す
る
ソ
ピ
且
ヅ
ト
の
最
高
機
閥
並
に
消
費
組
合
が
斯
る

任
務
を
果
た
す
に
不
充
分
で
あ
っ
た
事
、
げ
農
村
が
必
要
己
す
る
工
業
ロ
仰
を
充
分
仁
供
給
L
得
ざ
り
し
事
、
日
農

民
か
ら
品
川
剃
食
料
品
を
強
制
的
に
徴
牧
す
る
こ
ど
が
充
分
な
る
成
伎
を
血
中
げ
得
な
炉
つ
党
等
の
理
山
に
基
〈
の
で

あ
る
悶
互
に
f
p
u
y

エ
ゲ
イ
キ
は
私
的
商
業
を
厳
止
す
る
目
的
合
以
て
一
九
一
人
年
十
一
月
二
十
一
日
に
生
産
物

配
給
に
閲
す
る
布
告
を
俊
し
た
o

依
之
、
勺
ピ
エ
ツ
ト
地
方
食
焔
局
及
び
消
費
組
合
が
従
来
の
私
的
商
業
に
代
て
財
'

貨
交
易
の
機
能
セ
行
ふ
こ
吉
、
な
っ
た
o

新
〈

ω如
〈
じ
[
て
ギ
ル
シ
エ
グ
ィ
キ
は
一
九
一
七
年
以
来
漸
次
従
来
的
治
投
組
合
を
岡
山
車
機
閥

t
L
て
利
用

し
来
た
り
た
る
が
、
一
九
一
九
年
五
月
二
十
日
山
布
告
を
以
て
愈
々
従
来
の
消
技
組
合
を
純
然
た
る
岡
家
機
関
に

縫
見
[
.
典
型
的
は
る
官
僚
主
義
的
機
関

Z
L
て
利
用
す
る
こ
正
、
な
っ
た
o

的
も
凡

τの
榔
市
u
A
ぴ
農
村
に
於

て
は
従
来
山
消
投
組
合
は
‘
唯
一
の
配
給
機
関
た
る
消
費
コ
ン
ミ
ユ

1

ン
に
併
合
せ
ら
る
、
こ
正
、
な
っ
た
o

而

Lτ
此
の
コ
ン
ミ
ユ

1
v
は
、
地
域
の
成
狭
如
何
仁
拘
ら
十
、
一
都
市
又
は
一
村
落
内
に
於
て
は
惟
一
筒
よ
h
設

立
す
る
金
許
3
れ
ゴ
る
こ
正
、
な
っ
h
h
o

総
て
の
人
民
は
居
住
地
の
コ
ン
ミ
ユ

1
ン
の
組
介
民
吉
な
る
義
務
を
負

ふ
も
の
で
あ
る
o

ま
た
各
コ
ン
ミ
ユ

1
ン
の
幹
部
ご
し

τは
少
な
〈
正
も
三
人
り
理
事
正
路
査
曾
ご
が
、

y
ピ
エ

ヅ
ト
憲
法
に
操
て
選
出
事
械
を
卯
へ
ら
れ
た
る
全
人
民
仁
ょ
っ
一
1
選
血
中
せ
ら
る
、
こ
さ
、
な
っ

k
。
一
州
内
的
総
て

の
抑
品
目
コ
ン
ミ
ユ
・
l
y
は
州
聯
合
曾
(
の
ロ
r
A
E
)
に
よ
っ
て
統
帖
せ
ら
れ
、
真
に
之
は
会
露
中
央
聯
合
曾

(NEE

可

oaE)
「
ぃ
ょ
っ

L
統
ギ
せ
ら
る
、
-
」
正
、
な
っ
た
。
か
〈

τ地
方
食
料
局
仏
、
斯
〈

ω
如
〈
に

lτ
組
織
せ
ら
れ

た
る
消
費
コ
ン
ミ
ユ

1
y
に
、
食
杭
口
m
l
A
ぴ
北
(
仙
必
需
品
り
会
院
給
事
務
を
委
任
す
る
こ
ご
、
な

h
、
従
来
y
ピ

毒症

号事

就

九

第
二
寸
問
巷

" 

諭

露
国
誕
心
産
業
組
合
誕
勘

Fuckner. a. a_ O. S. 118. 
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正融

設

露
両
副
由
比
業
制
令
盟
副

節
二
十
四
巻

。

~\ 

鋭

O 

エ
ツ
ト
M
A
び
消
費
組
合
に
凪
せ
る
応
舗
、
倉
庫
挫
に
生
産
企
業
は
例
外
な
く
コ
ン
ミ
ユ

1
y
に
移
さ
れ
る
こ
己
、

な
っ
た
。
斯
〈

ω如
(
に
し
て
一
都
市
又
は
一
村
落
に
於

τは
一
簡
の
消
費
コ
ン
ミ
ユ

1
y
が
設
り
ら
る
、
こ
ご

ご
な

h
、
一
九
一
入
年
四
月
に
認
め
ら
れ
た
も
鋒
働
者
ψ
消
費
組
合
及
び
一
般
市
民
の
消
提
組
合
は
庖
止
せ
ら
れ
、

会
人
民
は
綿

τ消
技
コ

y
ミ
ユ

l
ン
に
加
入
す
る
義
務
を
負
ふ
唱
】
正
、
な

b
、
産
業
組
合
の
加
入
一
及
び
肱
返
り
自

由
は
全
然
消
滅
L
・
強
制

ω似
合
が
之
に
代
る
に
至
っ
た
。
併
[
斯
る
コ

y

ミユ

1
v
は
首
時
の
物
資
銚
乏
ご
交

通
機
関
り
不
完
備
ご
に
よ
っ
て
人
民
に
必
要
な
る
貨
物
を
充
分
に
配
給
す
る
を
得
十
、
加
ふ
る
に
大
戦
以
来
嫌
思

せ
ら
れ
た
る
食
料
配
給
の
切
得
制
皮
が
一
般
に
行
は
る
、
こ
ご
、
な
・
9
・
た
め
に
消
費
ヨ
ン
ミ
ユ

1
y
は
一
般
不

平
の
保
正
な
っ
た
。
さ
れ
ば
会
露
中
央
執
行
委
員
曾
以
一
九
一
九
年
七
月
三
目
的
決
議
に
様
て
消
長
コ

y

ミ
ナ
l

y
の
名
抑
制
を
摩
し
て
笛
来
り
消
化
賞
組
合
の
名
都
中
」
刈
ゐ
る
こ
ど
、
な
っ
た
。

川
畑
共
的
一
他
の
産
業
組
合
に
相
劃
す
る
ず
む
F

V

A

J

ヲ
イ
キ
の
政
策
。
治
曲
賞
組
合
は
斯
〈
的
如
〈
仁

L
て
会
〈
官
僚
主

義
機
関
ご
な
b
た
る
が
、
英
の
他
山
産
業
組
合
も
亦
本
来
の
性
質
を
火
ひ
、

y
ピ
エ
ア
ト
の
国
家
機
関
に
統
帥
柑
サ

ら
吾
、
に
至
っ
た
o

阪
仁
一
九
一
八
年
十
二
月
十
入
日
の
布
告
を
以

τ産
業
組
合
の
中
央
金
庫
た
る
図
民
銀
行
の

闘
有
化
を
断
行
せ
る
が
、
一
九
二

O
年
一
月
二
十
七
日
の
布
告
に
依
て
一
奉
し
て
信
用
組
合
及
び
農
業
組
合
を
康

止
す
る
に
至
っ
た
o

郎
も
信
用
組
合
此
に
之
が
郡
及
び
州
聯
合
曾
は
、
同
一
場
所
に
存
在
す
る
消
投
組
合
及
び
葉

の
聯
合
曾
仁
併
合
せ
ら
る
、
こ
さ
、
な
り
、
前
者
に
属
す
る
債
権
・
債
務
、
技
術
的
設
備
及
び
事
務
員
は
後
者
に

蹄
脱
す
る
こ
正
、
な
っ

k
o
而
L
て
信
用
組
合
が
生
産
物

ω販
資
購
買
及
び
仲
介
に
閲
し
て
行
ひ
た
る
業
務
仁

L

て
、
相
理
化
せ
る
露
西
型
の
政
治
的
及
び
枇
曾
的
関
係
の
下
に
於
て
共
の
重
要
牲
を
失
は

5
る
限
b
、
前
提
組
合
及

Fuckner， R. a. O. S. 124-127・
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ぴ
某
の
聯
令
舎
に
於
て
之
を
継
続
す
る
こ
正
、

L
た
。
農
業
組
令
及
川
V
其
他
の
産
業
組
合
の
中
央
聯
令
曾
も
金
露

消
費
組
令
中
央
聯
合
曾
に
併
合
せ
ら
る
、
-
』
正
、
な
っ
た
の
で
ゐ
る
o

真
仁
一
九
二

O
年
一
月
二
十
七
日
の
布
告
に
掠
て
産
業
組
合
の
州
及
び
全
国
曾
議
も
解
散
せ
ら
れ
た
。
新
〈
て

従
来
の
産
業
組
合
は
総

τ其
の
濁
立
性
を
失
ム
ニ
正
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
仁
ポ

U
F
U
V
J

且
グ
ィ
キ
の
農
業
組

合
厳
止
に
劃
す
る
理
論
上
の
枚
壌
を
窺
ふ
に
、
彼
等
の
主
張
す
る
所
に
依
れ
ば
、
本
来
此
等

ω農
業
組
合
U
仲
介

闘
健
で
あ
っ
て
、
生
産
は
依
然
ご
し

τ側
々
の
農
業
者
に
委
せ
ら
れ
、
組
合
は
彼
等
の
生
産
物
を
総
括
す
る
こ
ど

を
任
務
?
し
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い
。
期
る
生
産
物

ω仲
介
業
務
に
よ
っ
て
農
業
組
合
の
存
在
は
正
賞
付
り
ら
れ
、

此
の
仲
介
業
務
こ
そ
組
合
を
紫
栄
せ
[
む
る
基
礎
で
あ
っ
た
。
り
れ
ド
と
も
岡
家
が
農
産
物
の
獅
占
を
宣
言
仁
、
農

産
物
及
び
農
業
機
械
の
仲
介
を
自
ら
引
受
け
て
行
ふ
場
合
に
於

τは
、
農
業
組
合
は
其
の
活
動
の
基
礎
を
失
ふ
も

の
と
あ
る
。
ミ
ル
ユ

1
チ
ン
は
此
の
鮎
に
闘
し

τ
1
農
業
組
合
は
農
業
献
労
働
及
ぴ
一
般
生
産
行
程
ご
直
接
聞
係
す

る
腕
は
極
め

τ些
少
で
あ
b
、
ヨ
該
組
合
は
側
々
の
農
民
闘
世

ω機
関
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
其
の
利
盆
は
闘
民
経

臨
開
会
般
の
利
盆
ご
常
に
矛
盾
す
る
所
で
ゐ
h
J
、

ρ加
ふ
る
に
該
組
合
の
仲
介
活
動
が
岡
家
機
闘
に
移
b
、
リ
い
其
の

啓
蒙
活
動
は

y
ピ
エ
〕
ツ
ト
政
府

ω康
汎
な
る
数
百
円
機
関
に
移
る
場
合
仁
於
て
は
其
の
存
在
の
理
由
を
失
ふ
も
の
で

あ
る
ピ
越
吋
て
h
M

る

新
〈
の
如
〈
に
し
て
一
九
ニ

O
年
末
の
露
西
直
に
於
て
は
、
従
来
の
活
気
横
溢
せ
る
、
勝
家
に
蝋
劃
す
る
後
展
力

を
有
L
・
大
い
な
る
経
憐
的
任
務
を
解
決
す
る
に
通
し
、
人
々
に
好
愛
せ
ら
れ
た
る
白
由
な
る
産
業
組
合
は
、
軍

一
的
に

L
て
微
弱
な
る
純
官
僚
的
の
組
合
機
闘
に
越
化
す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
新
に
後
生
せ
る
組
合
は
帝
政
時

都
二
十
四
巷

賀，

就

ー

議

際
四
亜
の
産
業
組
合
誕
動

諭

Fuckner. a. a. O. S. 148. 
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前

毒症

路
四
皿
白
産
議
組
合
恒
助

第
二
十
山
谷

茸b

a島

一

代
の
官
僚
主
義
の
最
思
の
特
徴
を
一
不

L
、
組
て
山
一
柿
洲
的
及
び
道
徳
的

ωカ
を
快
い
て
ゐ
た
。
該
組
合
は
人
民
の

最
も
必
要
な
る
貨
物

1
i然
か
も
甚
に

L
〈
制
限
せ
ら
似
た
る
け
引
に
於

τ
1
1以
外
に
充
分
な
る
貨
物
全
供
給
す

る
を
得
な
か
っ
た
。
民
主
的
な
る
選
蝉
ご
自
決
ご
は
金
〈
排
除
せ
ら
れ
、
産
業
組
合
の
活
動
は
組
合
の
中
央
聯
合

曾
か
ら
畿
せ
ら
る
、
命
令
に
基
い

τ行
は
る
、
に
至
っ
た
o

而
し
一
1
任
命
せ
ら
れ
た
る
組
合
の
理
事
は
最
劣
等
の
.

官
政
で
あ
っ
て
、
彼
等
以
欝
来
の
肺
野
風
を
脱
す
る
を
待
歩
、
又
新
な
る
見
解
に
就
て
も
事
も
理
解
し
ゃ
う
ご
努
め

な
か
っ
た
o

就
中
彼
等
は
組
合
員
り
意
見
に
闘
し
て
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
h
、
事
ろ
彼
等
は
自
己
が
隷
嵐
す
る
所

の
上
司
に
阿
抽
附
す
る
こ
ど
の
み
に
努
め
た
。
下
荻
事
務
員
の
朕
態
は
従
前
に
比
し
て
華
も
改
善
せ
ら
れ
十
・
彼
等

は
刑
制
の
威
嚇
に
よ
っ
て
労
働
に
服
す
る
有
総
で
あ
っ
た
。
露
西
亜
産
業
組
合
の
俊
展
に
於
て
賞
談
の
棋
で
あ
っ

た
所
の
組
合
所
嵐
の
γ

ム
場
及
び
生
産
経
営
は
、
概
ね
醤
来
の
組
令
機
聞
か
ら
分
離
せ
ら
れ
て
、
岡
民
経
済
曾
議
叉

は
農
業
委
員
曾
等
の
同
幽
家
機
関
に
移
き
る
、
に
至
h
・
此
等
工
場
の
煙
突
か
ら
は
煙
が
昇
ら
争
、
工
場
は
死
せ
る

が
如
量
級
英
き
で
あ
っ
た
。
叉
組
合
の
文
化
的
施
設
も
官
廊
に
移
さ
れ
て
終
っ
た
。
け
れ
H

と
も
一
般
人
民
の
念
頭

か
ら
車
出
来
の
信
用
挫
仁
消
費
組
合
に
闘
す
る
市
記
憶
が
向
ほ
永
〈
消
え
失
せ
な
い
こ
ピ
は
問
自
で
あ
っ

τ、
此
の
事

は
特
に
農
村
住
民
に
就

τ云
は
れ
得
る
の
で
ゐ
る
。
保
守
主
義
的
な
る
農
民
は
一
度
確
立
せ
る
見
解
は
容
易
に
之

を
麗
睦
な
い
で
あ
ら
う
。
彼
等
は
本
来
の
利
盆
が
存
す
る
場
合
仁
於
て
も
屡
阜
之
そ
理
解
せ
ざ
る
所
で
あ
る
が
、

併
し
一
度
獲
得
せ
る
信
念
は
甚
だ
し
〈
頑
強
仁
之
を
同
守
す
る
も
の
で
め
っ
て
、
世
界
を
勤
搭
せ
し
h
u
る
所
の
災

害
正
一
雌
も
、
寸
宅
た

h
己
も
彼
等
の
信
念
を
奪
取
L
待
な
い
の
で
あ
る
い
」
而
九
T
農
民
は
彼
等

ω利
盆
が
醤
来
の

産
業
組
合
の
存
在
ご
不
可
分
離
に
結
合
す
る
も
の
ご
考
ふ
る
の
で
ゐ
る
叫
而

L
て
斯
る
農
民
は
露
西
亜
住
民
の
大

Fuckner， a. <1. O. S. 165-169 
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竿
を
占
め
て
ゐ
る
o

従
っ
て
吾
人
は
之
に
白

τ腕
に
露
西
亜
の
産
業
組
合
の
崎
市
飛
を
占
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

第
五

新
経
済
政
策
ご
産
業
組
合

ポ
W

V

品
グ
ィ
キ
は
所
謂
戦
時
共
産
主
義
時
代
に
於
て
は
、
従
前
の
資
本
主
義
露
西
亜
を
共
産
主
義
国
家
に
麗

化
せ
し
な
る
に
必
要
な
る
幾
多
の
布
告
を
畿
し
た
の
で
あ
っ
て
、
産
業
組
合
も
亦
仙
の

y
ピ
エ
ツ
ト
機
闘
ご
制
和

す
る
や
う
に
縫
夏
せ
し
め
ら
れ
た
。
富
附
ポ
W

V

エ
グ
ィ
キ
が
共
産
制
度
を
寅
施
す
る
に
際
L
て
は
少
な
〈
古
も

ニ
つ
の
希
引
を
有
L
Z
ゐ
代
。
帥
も
第
一
に
彼
等
は
近
き
附
加
古
市
に
於
-1

日

布

市

F
V

エ
グ
イ
キ
革
命
が
西
欧
諸
闘
に
も

勃
援
し
、
此
等
の
ポ
戸
V

』
グ
イ
キ
化
し
た
る
諸
国
は
露
西
亜
を
援
助
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
己
信
じ
、
第
二
仁

露
両
副
人
口
の
約
ヘ
割
五
分
台
占
む
る
所
の
農
民
か
ら
積
極
的
援
助
を
受
け
得
る
正
磁
信
L
た
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
岡
由
棋
を
枇
曾
主
義
化
し
共
産
主
義
を
確
立
す
る
に
際
し

τは
、
ポ
ル
V

且
グ
ィ
キ
は
戦
線
に
於
り
る
正
同
様

に
経
済
的
改
造
に
於
て
も
勝
利
を
得
る
で
ゐ
ら
う
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

官
時
露
西
亜
に
採
用
せ
ら
れ
、
産
業
組
合
の
国
有
化
を
賞
現
せ
る
共
産
閥
家
は
、
殺
物
の
強
制
徴
牧
仁
其
の
根

抽
酬
を
泣
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
露
両
直
人
日
の
大
竿
を
占
む
る
農
民
は
小
農
地
保
有
者
で
あ
る
己
の
事
責
に
基
い

て、

y
ピ
エ
ツ
ト
政
府
は
農
業
ヨ
ン
ミ
ユ

1
y
を
設
立
し
、
穀
物
徴
牧
を
行
ふ
計
査
を
採
用
す
る
こ
子
伊
】
俄
儀
な

〈
せ
し
め
ら
れ
た
。
同
時
に
供
給
、
運
輸
及
び
配
給
機
関
を
固
有
化
し
、
貨
鮮
の
使
用
を
出
版
し
、
一
批
曾
前
向
般
の
組

織
仁
濁
し
て
岡
家
統
制
を
支
持
す
る
こ
ピ
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
制
度
を
確
立
し
た
。
併
し
二
筒
年
足
ら
宇
し

て
、
彼
等
は
其
の
失
敗
を
認
め

ag
る
を
符
5
る
に
至
っ
た
。
彼
等
の
第
一
の
希
唱
は
全
〈
水
泡
に
蹄
し
、
又
農
民

面高

輩

健
闘
園
山
産
諜
組
合
謹
蜘

第
二
十
四
笹

官事

~ 
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論

健
西
国
の
産
業
組
合
運
動

第
二
十
回
答

コ

国

四

議

第

腕

の
支
持
を
も
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
o

殻
物
徴
牧
は
、
之
が
徴
牧
の
任
に
賞
た
a
令
官
克
の
側
に
於
て
も
叉
農
民

の
側
に
於

τも
、
幾
多
の
弊
害
を
資
し
た
。
就
中
農
民
は
徐
剃
生
産
物
を
悉
〈
困
家
に
徴
牧
ザ
ら
る
、
結
果
、
農

業
生
産
に
謝
す
る
興
味
合
夫
び
、
穀
物
生
産
高
は
著
し
〈
減
少
し
た
。
加
之
官
時
の
凶
作
は
会
第
西
亜
h
f
餓
餓
紋

態
に
瀕
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
斯
〈

τし
て
ポ
F

V

エ
グ
ィ
キ
も
彼
等
の
失
敗
を
認
め

5
る
を
得
ぎ
る
に
重
っ
た
。

比
の
鮎
に
閥
L
て
レ

l
ニ
ン
は
言
ム
・
吾
ケ
の
事
業
の
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
最
も
重
要
に
[
τ
最
も
困
難
で
あ

り
、
且
つ
最
も
不
完
全
な
る
部
分
は
、
経
済
的
政
治
印
ら
破
壊
し
た
る
封
姥
制
度
及
び
竿
ば
破
壊
し
た
る
資
本
主

義
制
度
の
代
り
に
、
新
な
る
枇
曾
主
義
制
度
に
謝
す
る
艇
蹴
倒
的
基
礎
を
確
立
す
る
こ
ぜ
で
あ
る
。
此
の
最
A
重
要

に
し
て
最
も
困
難
な
る
事
業
に
於
て
、
吾
々
は
最
も
大
な
る
失
敗
ご
誕
謬
ご
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
今
や
新

経
済
政
策
に
依
て
主
放
の
説
謬
を
訂
正
し
っ
、
ゐ
る
o

吾
人
は
斯
る
説
謬
な
f
川
し
て
、
小
農
民

ω国
家
に
於
て
祉

作
主
義
制
度
の
建
設
を
如
何
に
継
鑓
す
ぺ
き
か
を
皐
ぴ
っ
、
あ
る
の
で
あ
る
ご
。

従
来
の
ポ
炉
ジ
エ
ゲ
イ
キ
の
多
数
の
事
業
を
廃
止
し
、
産
業
組
合
を
従
前
の
繁
栄
に
復
活
せ
し
め
た
る
新
経
済

政
策
は
先
づ
第
一
に
従
来
の
穀
物
徴
牧
に
代
ふ
る
に
現
物
税
を
以
て
す
る
'
』
ご
に
存

L
て
ゐ
る
。
農
民
に
は
誌
の

生
産
物
を
市
場
で
貰
却
し
、
利
潤
を
確
保
す
る
椛
利
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
依
之
農
民
は
生
産
を
増
加
す

る
刺
戟
を
奥
へ
ら
れ
た
o

レ
1
-一
ン
は
之
を
続
越
し
て
云
ふ
、
現
物
税
を
以
て
般
物
徴
牧
に
代
ふ
る
問
題
は
就
中

一
の
政
治
問
題
で
あ
る
υ

蓋
し
此
の
問
題
の
奥
髄
は
農
民
に
掛
寸
る
帥
労
働
者
の
閥
係
だ
か
ら
で
の
る
。
人
民
の
絶

大
多
数
が
小
農
民
及
び
小
生
産
が
ら
成
立
す
る
彪
に
於
て
は
、
枇
曾
革
命
な
る
も
の
は
疑
ち
な
(
、
賃
銀
帥
労
働
者

が
工
業
及
び
農
業
に
於
て
紹
大
多
数
を
占
む
る
諸
国
に
於
て
杢
然
不
必
要
な
る
べ
き
特
殊
の
過
渡
的
方
策
を
規
定

Lenin， "Achievements an.d Promisc，" Pctrog-rad Pravda，・Oct.20・19:::!J.3{) 



す
る
に
よ
っ

τの
み
這
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
露
西
琵
に
於
て
は
工
業
努
働
者
は
少
数
で
あ
っ

τ、
小
農
民
が
多

数
で
あ
る
。
げ
い
か
ら
吾
々
は
農
民
吉
の
理
解
の
み
が
枇
命
日
革
命
を
救
ひ
得
る
ζ

ご
を
知
っ
て
ゐ
る
。
農
民
が
苦
々

に
よ
っ
て
賞
現
せ
ら
れ
た
る
形
式
E
聞
係
古
に
不
満
で
あ
り
、
彼
等
が
此
の
形
式
を
欲
せ
字
、
従

τ之
を
描
理
化
せ

F

同
刷

る
を
得
F
る
事
を
日
公
言
せ
な
り

μ
ば
な
ら
ぬ
E
α

斯
く
ポ

P

V

エ
ぜ
キ
は
新
経
済
政
策
を
採
用
す
る
事
に
よ
っ
て

農
民
に
生
産
及
び
交
易
の

rぃ
大
い
な
る
自
由
を
奥
へ
た
の
で
ゐ
芯
が
、
同
時
に
出
来
得
る
限
h
J
此
の
交
易
を
集

中
せ
し
め
ん
こ
ご
を
熱
出
世
し
た
。
此
の
目
的
を
達
す
る
た
め
ソ
ピ
エ
ヅ
ト
は
地
方
的
交
易
を
産
業
組
合
の
手
中
に

委
副
る
こ
正
、
し
た
。
従
っ
て
厳
業
組
合
に
は
信
来
の
若
干
の
特
椎
が
拠
へ
ら
品
、
こ
之
、
な
り
、
各
稀
の
組
合

が
再
設
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
此
の
組
合
の
復
活
を
認
め
た
る
第
一
の
決
議
は
次
一
の
如
〈
で
め
る
o

郎
td
所
業
組

合
に
封
す
る
一
台
々
の
関
係
に
閲
す
る
共
産
熊
第
九
回
大
合
の
決
議
は
、
今
H
現
物
税
に
よ
っ
て
代
へ
ら
れ
た
る
即

物
徴
牧
の
原
則
に
基
い
て
ゐ
る

Z
の
事
貨
に
鑑
み
、
共
産
業
第
十
同
大
合
は
此
の
決
議
を
畿
一
見
す
る
こ
己
を
決
定

す
る
o

従
っ
て
大
曾
は
露
西
亜
共
産
黛
の
計
査
E
符
合
[
、
且
つ
現
物
税
を
根
操
Z
し

τ産
業
組
合
の
組
織
及
び

活
動
力
を
改
善
L
後
民
せ
し
む
る
た
め
の
諸
傍
件
を
作
成
す
る
た
め
に
、
中
央
委
員
舎
を
任
命
す
る
ご
。
此
の
第

十
回
大
曾
の
決
議
に
基
き
政
府
は
産
業
組
合
的
大

ν
な
る
活
動
湖
国
を
保
詮
し
、
同
時
に
農
場
及
び
工
場
仁
於
け

測

る
生
産

ω増
加
を
箭
す
た
め
各
椛
の
方
策
を
請
す
る
に
至
っ
た
。

↓
消
費
組
合
新
経
済
政
策

ω採
用
後
先
づ
一
九
一
一
一
年
間
月
七
日
の
布
告
に
様

τ、
消
費
組
合
に
劃

Lτ
或

る
世
田
の
堅
手
行
は
る
、
に
至
っ
た
。
併
lp
此

ω布
告
に
操
る
も
、
組
合
い
話
す
る
閤
家
の
強
制
は
青
山
残
存

す
る
所
で
あ
っ
て
二
都
市
又
は
一
村
落
に
於
て
は
唯
一
筒

ω
消
費
組
合
が
認
め
ら
る
、
に
過
ぎ
A
Y
L
τ
、
y
ピ
エ

?品

説

五:

第
二
十
凹
容

五

前

議

蕗
固
躍
の
庫
業
組
合
運
動

Lcnin.“The Tax in Kind，" Soviet Russia， !¥.fa}' 21， 19~1. p. 503-6 
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論

議

健
闘
亜
凶
産
業
組
告
運
動

第
二
十
四
を

ー~，ヘ

接

続

山，、

ツ
ト
共
和
国

ω全
人
民
は
共
の
居
住
地
の
消
費
組
合
(
何
一
切
O
)

に
加
入
す
る
義
務
?
有
す
る
ち
の
で
ゐ
る
o

組
合
聯

合
曾
に
閲
す
る
方
式
も
同
線
で
ゐ
っ
て
、
州
聯
合
曾
(
の
ロ
『
i
z
N
)
M
A
ぴ
奈
国
中
央
聯
合
曾

(
N
g
q
o
g
Y
N
)
が
依
然

ご
し
て
存
綴
し
て
ゐ
る
o

而
し
て
消
費
組
合
の
任
務
は
従
前
山
如
〈
、
同
家
、
枇
曾
化
せ
ら
れ
た
る
工
場
叉
は
経

営
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら

μ
た
る
食
料
品
並
に
外
闘
か
ら
輪
入
せ
ら
れ
た
る
貨
物
を
消
費
者
に
配
給
す
る
に
あ
る
。

而
し
て
こ
の
配
給
を
行
ふ
に
就
て
組
合
は
依
然
正
し
て
食
料
委
員
曾
の
監
告
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
Y
」も

此
の
布
告
に
織
っ
て
本
来
の
消
費
組
合
の
活
動
が
認
め
ら
る
、
こ
ど
、
、
な
っ
た
。
帥
も
該
組
合
に
は
農
業
生
産
め

伶
剃
並
に
家
内
工
業
及
び
手
工
業
の
製
品
を
購
入
1
、
之
を
組
合
員
に
版
資
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
、
叉
生
産
物

を
加
工
す
る
た
め
各
施
の
企
業
を
設
立
す
る
こ
正
が
許
苫
る
、
こ
ご
、
な
っ
た
。
而
し
て
組
合
内
資
金
は
入
曾
金

及
び
組
合
員
山
山
資
よ

h
成
立
す
る
こ
ど
、
な
っ
た
。
更
に
組
合
の
物
質
的
基
鎚
を
設
問
に
す
る
た
出
・
に
、
組
合

が
戦
時
共
産
主
義
時
代
に
同
家
機
関
ご
し
て
所
有
せ
し
商
品
、
生
産
物
及
び
共
他
の
財
貨
を
組
合

ω
財
産
正
{
た
。

上
越
の
如
〈
会
人
民
は
消
費
組
合
に
加
入
す
る
義
務
を
有
す
る
が
、
併
し
一
消
費
組
合
の
地
域
内
に
於
て
、
ド
ド

小
地
域
の
人
々
叉
は
同
一
職
業
者
し
〈
ば
職
務
に
属
す
る
入
、
の
自
由
組
合
が
認
め
ら
れ
、
之
に
劃
す
る
加
入
及

び
脱
退
は
各
人
の
自
由
意
思
に
委
ね
ら
る
、
，
』
正
、
な
っ
た
凶

斯
〈
の
如
〈
に

1τ
消
費
組
合

ω白
向
活
動
は
漸
次
腕
似
せ
ら
れ
た
る
が
、
一
具
に
一
九
二
四
年
五
月
二

O
日
の

法
律
に
協
て
一
一
盾
M

山
政
ゼ
ち
る
、
こ
吉
、
な
っ
た
。
却
も
y
ピ
エ
ヅ
ト
共
和
岡
山
憲
法
に
従
っ
て
港
取
機
を
典
へ

ら
れ
た
る
総
て
の
人
民
は
消
費
組
合
を
設
立
す
る
権
利
七
認
め
ら
れ
、
泊
費
組
合
へ
の
加
入
及
び
肱
港
は
全
く
自

由
ど
な

h
‘
組
合
員
の
股
濯
に
際
し
で
は
芙
の
出
資
額
及
び
配
分
せ
ら
る
ぺ
き
組
合
の
利
得
金
が
返
混
せ
ら
る
、
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ニ
吉
、
な
っ
た
。
組
合
は
組
合
員

ω消
費
及
び
経
済
需
要
に
臆
す
る
こ
£
を
本
来
の
目
的
ご
す
る
こ
己
、
な
h
、

組
合
員
以
外
の
人
々
へ
の
供
給
は
組
合
員
組
曾
の
許
可
を
要
し
、
且
つ
此

ω抽
出
命
に
於

τ決
定
せ
ら
れ
た
る
規
準

に
基
(
一
}
記
、
な
っ
た
。

組
〈
日
ゆ
資
本
は
設
立
の
際
に
凶
家
よ
り
交
付
せ
ら
れ
た
る
財
産
、

組ム(円同民

ω
入
曾
金
及

ぴ
共
の
出
資
、
組
合
の
純
利
潤
り
積
立
金
か
ら
成
立
正
る
o

又
貧
民
を

L
て
組
合
に
奉
加
す
る
曜
を
窓
口
却
な
ら

L

h
u

る
た
め
、
組
合
員

ω出
資

ω最
高
限
度
は
五
令
惚
ご
し

.
H
つ
之
が
年
賦
支
帥
酬
を
許
[
た
o

各
消
投
組
九
官
が
聯
合

曾
に
併
合
す
る
か
否
か
も
全
〈
自
由
ご
な
っ
た
。
而
し
て
治
山
口
組
合
に
は
次
の
如
き
業
務
を
行
ふ
蹴
利
が
総
め
ら

れ
た
o
叫
農
業
、
家
内
五
称
号
比
び
製
池
工
場
一
り
生
産
物

ω
購
買
及
び
保
管
、
い
り
国
立
工
場
及
川

ω霊
式
組
八
引
所
-
脱
工

場
の
生
劇
物
の
委
託
及
び
配
給
、
け
農
場
、
試
験
肋
及
川
υ之
に
類
、
ず
る
持
活
一
舶
の
設
立
、
川
一
燃
料
的
世
界
主
ぴ
加

工
、
け
工
業
品

ω手
工
業
的
及
び
工
場
的
生
産
抑
制
日
皆
、
ハ
組
令
員

ω労
働
生
産
物
を
版
貰
可
る
た
め
に
了
。
商
業

及
び
劃
託
業
務
、
組
合
員

ω経
営
に
必
要
な
る
器
具
、
蜘
山
川
及
び
原
料
の
供
給
、

ω組
合
同
の
労
働
生
産
物
を
保

管
す
る
倉
庫
の
設
立
、
各
一
肌
の
生
産

mHAを
貸
興
す
る
機
問
酬
の
設
哉
、
川
組
合
員
に
有
利
な
る
草
川
を
以
て
資
金

を
貸
興
す
る
事
を
任
務
己
す
る
信
用
部
の
設
立
、
…
い
産
業
組
合

ω望
。
及
び
任
務
を
特
に
農
民
間
に
理
解
せ
し
む

る
た
め
の
啓
栄
活
動
之
で
あ
る
。
斯
〈
の
如
〈
消
費
組
合
は
漸
次
官
曲
活
動
を
燐
張
す
る
正
共
に
著
し
〈
其
の
敷

蜘
喝

の
増
加
を
来
た
し
た
。
今
戦
前
Z
比
紋
す
れ
ば
友
の
如
〈
で
ゐ
る
。

一
九
一
四
年

一
目
一
日

Hき

日年

一
九
二
三
年

一
月
一
日

一
九
二
四
年

一
月
一
日

一九一-凹年

消

費

組

合

監

じ
七
回
ニ

一五

O
七
九

;h 

O 

O 

O 

0
0
0
九

前

第
三
十
四
巻

七

tι 

抗

t二

叢

路
西
亜
由
産
業
組
合
運
動
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諭

識

第
二
十
四
巻

入

路
四
国
白
産
業
組
合
運
動

三三

凡

事

抗

見直

二
九
六
八
九

ニ
九
一
六
四

七
二
ニ
七
六
一
凡

二
八

O
六

/iIi 

指

買

一
丸
式

0
0

組

E世

ハ
九
O
七
回
む
大

合

民

ニ
0
0
0
0
0

四
九
三
大
二
五
五

叉
会
露
消
費
組
合
聯
合
曾
も
共
の
活
動
を
侠
復
し
、
主
ご
し
て
外
国
ピ
の
取
引
に
従
事
し
、
必
需
品
の
輸
入
に
労

む
る
噌
』
吉
、
な
っ
た
。

ニ
農
業
組
合
新
経
済
政
拍
車
に
健
て
自
由
交
日
却
が
似
活
せ
ら
れ
、
呪
物
税
が
採
別
せ
ら
れ
た
る
が
柏
崎
め
に
、
農

業
生
産
の
多
少
の
増
加
を
促
し
た
る
が
、
併
L
食
料
の
供
給
を
一
一
尉
潤
符
な
ら
し
h
U

る
が
銭
め
に
は
、
瓦
に
よ

b

以
上
の
方
策
を
必
要
ご
し
た
。
一
九
二

O
年
末
の
燥
業
収
越
は
賞
際
に
危
険
な
る
も
の
で
あ
っ

τ、
農
業
委
員
曾

(出

E
r
o
E間
口
)
は
次
の
如
吉
報
告
を
し
て
ゐ
る
o

即
ち
、

y
ピ
エ
グ
ト
露
西
亜
の
三
十
二
州
に
於
て
は
、
農
民
は

農
地
の
九
六
・
八
%
を
所
付
し
て
ゐ
る
u

期
る
事
情

ω下
に
於
て
食
料
生
産
を
増
加
す
る
た
め
に
我
々
の
労
力
を

集
中
す
べ
き
目
標
が
臨
時
民
純
勝
目
た
る
こ
己
は
、
彼
等
が
農
産
物
の
主
要
生
産
者
た
る
が
放
に
、
首
然

ω
所
で
あ

る
o

若
し
も
y
ピ
エ
ツ
ト
政
府
が
逗
き
終
楽
に
於
て
殻
物
の
代
り
に
雑
草
を
蒐
集
す
る

-3-
を
欲
せ
な
い
な
ら

ば
、
農
民
経
告
全
辿
常
に
組
紙
す
る
た
め
に
大
胞
な
る
方
策
を
鴻
朋
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
而
し
て
閥
立
農

業
経
傍
が
成
功
す
る
こ
ご
を
期
待
す
る
は
全
〈
無
用
で
あ
る
ご
叫
斯
る
事
質
よ

h
考
ふ
れ
ば
農
業
生
産
を
迅
速
に

増
加
す
る
た
め
に
は
農
業
組
合

ω活
動
に
依
て
小
農
家
を
援
助
す
る

4

』
ぜ
の
必
要
な
る
は
言
を
倹

r
y
る
所
で
あ

る
。
き
れ
ば
y
ピ
エ
ツ
ト
政
府
は
一
九
一
二
年
八
日
一
六
日
の
布
告
に
協

τ農
業
組
合
を
復
活
せ
し
め
た
。
夏
に

一
九
二
四
年
八
月
二
一
一
日
の
布
告
に
健
て
農
業
組
合
の
濁
立
正
英
の
活
訓
範
園
ご
が
一
厨
嫡
張
古
る
、
こ
己
、
な

っ
た
。
郎
も
農
業
又
は
之
ご
関
聯
す
る
職
業
に
従
事
し
、
且
つ
越
邸
中
柿
慨
を
有
す
る
総
て
の
人
民
に
は
農
業
組
合
を

B1anc， p. 241 39) 

I 



設
立
す
る
措
利
が
奥
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
比
の
組
合
の
任
務
ご
す
る
所
は
、
農
業
の
共
同
額
替
、
必
要
な
る
極
替

手
段
の
供
給
、
生
産
物
の
加
工
及
び
版
真
土
地
改
良
、
機
械
の
購
入
比
ぴ
利
用
等
で
あ
る

O
K組
合
は
組
合
員

の
貯
金
を
預
h
、
貸
付
を
行
ひ
、
農
業
知
識
を
普
及
す
る
啓
蒙
的
活
動
を
も
行
ふ
も
の
?
あ
ム
。
斯
〈
し
て
農
業

組
合

uthω
活
動
範
闘
を
燐
張
す
る
に
件
ふ

τ其
の
数
を
増

I
、
一
九
二
四
年

O
月
一
日
仁
は
三
四
五

O
O
に

上
九
組
合
員
は
二
七

O
高
に
越
し
た
。
同
時
に
全
露
農
業
組
合
中
央
聯
合
曾
(
凹
巳
ω
r
o
Aロ
ω)
、
会
露
亜
麻
栽
培

組
合
物
命
曾
(
C
E
N
O
ロ
可
)
、
金
銭
馬
鈴
薯
組
合
物
合
曾
(
呂
田
】
O
N
自
門
司
)
、
果
賞
、
野
菜
及
び
品
川
萄
校
培
組
合
聯
合

合
(
司
E
L
O
呈
E
C〕
自
)
の
復
活
を
見
る
仁
至
っ
た
。

一
日
一
手
工
業
組
合
新
経
済
政
策
採
川
後
、

y
r
且
ツ
ト
政
府
は
佐
川
押
峨
争
♂
」
革
命
ご
に
よ
っ
て
慈
辿
せ
ら
れ
陀

る
炉
問
一
級
乏
十
日
放
ふ
た
め
手
工
業
の
後
迭
を
闘
ら
5
る
を
符

F
る
に
至
っ
た
。
蓋
し
賞
時
大
工
業
は
故
大
の
危
機

に
遭
遇
し
、
其
の
一
般
生
産
力
が
殆
ん
い
と
滅
己
的
一
一
蕊
境
ケ
墨
す
る
に
蛍
b
、
手
工
業
並
に
小
工
業
の
多
〈
は
其
の

地
位
を
保
L
、
蛍
時
漸
〈
魁
生
せ
る
似
市
農
村
間
仁
於
け
る
物
資
交
易
上
最
も
重
要
な
る
役
割
を
演
中
る
に
至
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

V
1
ニ

Y

も
手
工
業

ω重
姿
な
る
を
認
め
「
現
物
税
に
就
て
」
な
る
小
冊
子
に
於
て
次
の
如
〈

云
っ
て
ゐ
る
。
郎
ち
手
工
業
は
機
械
金
要
す
る
守
}
ご
な
〈
、
之
が
た
め
闘
家
は
原
料
、
燃
料
、
食
怖
を
貯
蔵
す
る

必
要
な
〈
、
土
化
共

ω大
貯
戒

hr必
要
吉
せ
ざ
る

ωみ
な
ら
宇
、
直
接
に
農
村
締
掛
金
援
助
じ
生
産
力
を
増
進
せ

し
む
る
も
の
で
ゐ
る
。
放
に
手
L
業
を
復
興
ず
る
が
絡
め
に
成
る
程
度
ま
で
之
を
奨
帥
援
助
せ
な
り
れ
ば
な
ら
自

己
。
向
ほ
ミ
ユ
ル
ア
イ
ン
は
一
九
一
二
年
五
月
山
第
九
回
全
露
国
民
経
済
大
曾
に
於
り
る
報
告
中
じ
於
て
、
之
ご

同
一
趣
旨
を
カ
説
f
¥

現
在
に
於

τは
手
工
業
及
び
小
工
業
は
、
農
村
経
済
的

J

救
援
上
特
に
重
要
な
る
意
義

4H

L
て
ゐ
る
。
放
に
之
を
畿
建
一
せ

L
U
U
る
が
斜
め
最
も
康
汎
な
る
使
宣
言
諸
般
的
助
カ
子
宮
奥
へ
ね
ば
な
ら
凶

E
。

論

議

路
困
阻
の
産
業
組
合
運
動

第
ニ
十
四
巻

ブL

第
一
一
瞬

:)L 

三六三頁第二編
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論

議

露
酉
躍
の
産
指
組
合
運
動

第
一
十
四
谷

凹
CJ 

~t， 
". 

f疏

凹
O 

斯
る
見
解
に
基
い
て
一
九
一
一
↓
年
七
月
七
日
に
手
工
業
組
合
に
閲
す
る
布
告
を
見
る
に
去
っ
た
。
之
に
掠

τ同

一
柿
類

ω貨
物

ω生
産
の
幼
め
に
、
中
構
内
工
業
H
A
び
其
他
凶
小
ぶ
業
に
従
事

f
る
者
は
、
共
同
生
産
、
組
合
員
の

労
働
り
組
械
化
.
必
要
な
る
生
産
原
料
、
指
共
及
び
設
備
資
本
り
調
達
、
組
合
員
り
崎
労
働
生
産
物
内
加
工
及
び
版

寅
、
生
産
量
の
増
進
及
び
品
質
改
持
等
の
目
的

ωた
め
に
組
合
を
設
立
『
る
雌
利
が
認
め
ら
れ
る
。
組
合

ω
設
立

に
は
少
な
(

C
も
五
人
ゆ
組
合
員
を
必
要
ご

L
、
組
合
及
び
各
組
合
員
の
労
働
は
組
令
員
自
身
仁
よ
っ
て
行
は
る

〉
宮
原
則
ご
し
、
一
履
姉
崎
労
働
は
組
合
員
自
身
に
よ
っ
て
行
は
れ
ゲ
る
各
荷

ω補
助
労
働
並
に
特
殊
吋
智
識
を
要
す

る
勢
働
に
劃
L
t
許
3

6
、
が
、
併
し
雇
傭
勢
働
者
数
以
全
組
合
員

ω
ニ
削
を
越
ゆ
る
や
」
待
な
い
の
で
ゐ
る
。
手
工

業
組
合
は
各
州
に
聯
合
曾
を
有
し
、
耳
に
中
央
機
関
ご
し
て
全
露
手
一
孔
業
組
合
中
央
聯
合
合
(
戸
d
o
r
o
ヌ
o
日
企
日
)

一
九
二
四
年
一
月
に
は
会
闘
に
六
千
の
組
合
が
ゐ
っ
た
ω

が
存
す
る
。

団
信
別
組
合
新
脳
陣
制
政
策
の
採
用
以
来
y
ピ
エ
ツ
ト
政
府
は
農
業
生
産
力

ω
復
活
に
全
力
士
出
「
に
至
っ

た
。
併
し
世
界
戦
守
u
A
ぴ
之
に
引
鋭
け
る
革
命
動
乱
は
農
業
資
本
山
甚
に
し
き
被
援
を
鷲
L
た
る
が
故
仁
農
民
の

経
径
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
就
中
資
金
を
必
要
ピ
ー
た
o

併
(
農
業
信
別
の
俊
一
巡
は
農
民
的
産
業
組
合
的
自
治

活
動
に
依
て
の
み
可
能
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
た
る
が
放
に
、

y
ピ
エ
ツ
ト
政
府
は
一
九
二
ニ
年
一
月
二
阿
口

ω布

告
を
以
て
、
信
用
組
合
の
復
活
を
認

U
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
此

ω組
合
は
組
合
員

ω経
燐
的
要
求
を
充
た
す
た

め
に
有
利
な
る
保
件
を
以
て
貸
付
行
ひ
、
組
合
員
の
資
金
を
蒐
集
し
、
農
業
に
必
要
な
る
資
本
財
を
調
達
し
、

組
合
員
の
帥
労
働
生
産
物
の
版
寅
を
仲
介
す
る
等
の
任
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
信
用
組
合
を
設
立
す
る

に
は
少
な
(
ご
も
五
十
人
の
机
合
員
を
必
一
袋
ご
す
る
・

h
t
、
な
h
J
、
組
合
へ
の
加
入
は
会
〈
自
由
ご
な

h
、
組
合
山
町

資
本
は
組
合
員
の
入
曾
金
及
び
出
資
、
借
入
金
及
び
国
家
の
貸
付
金
よ
h
な
る
o

新
く
の
如
〈
に

L
て
信
用
組
合
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山
川
リ

は
漸
・
契
共

ω活
動
を
復
活
せ
る
が
二
九
二
四
年
A
月
に
は
金
困
に
九
六
三
七
の
組
合
の
後
生
を
見
る
に
至
っ
た
剖

新
〈
の
如
(
に
し
て
各
械
的
産
業
組
合
が
漸
火
殺
展
し
来
た

h
た
る
が
、
政
府
は
其
の
中
央
金
庫
ざ
し
て
会
露

産
業
組
合
銀
行
(
名
目
r
o
Eロ
]
内
)
を
設
立
し
た
。
最
初
比
の
銀
行
は
一
九
二
二
年
二
年
に
消
費
組
合
銀
行
正
し
て
組

織
せ
ら
れ
た
る
が
、
一
九
二
三
年
一
月
に
全
産
業
組
合
銀
行
己
な
っ
た
。
品
仙
の
銀
行
は
株
式
組
織
で
ゐ
る
が
、
定

款
に
依
工
産
業
組
合
の
み
が
株
主
た
り
得
る
の
で
ゐ
う
て
、
株
主
総
曾
に
於
て
株
主
た
る
各
組
合
は
如
何
に
多
〈

の
株
放
を
有
す
る
ご
も
、
総
投
票
数
の
五
必
以
上
を
有
[
得
な
い
の
で
あ
る
一
一
一
九
二
四
年
七
月
一
日
の
調
査
仁

a

此
り
銀
行
は
各
肌
組
合
仁
左
内
全
倒
的
資
金
貸
付
を
行
ふ

τゐ
t
o

合
留

un

一
三
一
一
六
四

O
O

五
ヒ
・
ヒ

九
三

O
三

toυ

二
一
子
一
一

三
六
ヒ
コ
ア
ロ

O
O

九
・
二

三
三
九
一
三

0

0

λ

・五

五
七
三
九

O
O

一
・
四

四

O
O
五
九

0
0
0

一0
0
・0

よ
れ
ば
、

市

北

机

合

産

業

組

合

手

工

鵠

組

合

出

合

組

合

C

品

計

第ノ、
を士
lIi日

--
1=1 

要
之
露
西
亜
の
産
業
組
合
は
世
界
戦
争
、
ポ
U
F
V

エ
グ
イ
キ
革
命
H
A
び
共
産
主
義
的
政
治
正
云
ふ
が
如
き
幾
多

の
踊
民
地
を
経
て
、
今
日
に
於
て
は
一
の
重
要
な
る
経
済
的
要
素
ピ
な
b
っ
、
わ
る
も
の
で
ゐ
る
。
革
命
前
に
於
げ

る
産
業
組
合
は
濁
立
の
組
令
で
あ
っ
て
、
共

ω計
査
は
純
然
た
る
商
業
土
的
基
礎

ω上
に
築
か
れ
た

ωで
あ
る
が
、

共
産
黛
政
府
は
該
組
合
金
以
て
小
プ

w
ヂ
ヨ
ア
机
念
論
者

ω避
難
所
正
な
し
、
之
が
濁
立
性
を
奪
ひ
之
を
極
端
に

第
二
十
四
谷

法

蕗
回
抵
の
住
議
組
合
誕
動

~Y 

fF 

批

四

Z幅
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諭

諜

露
間
却
の
産
業
組
骨
川
出
動

第
二
十
問
答

問

叶
川
第
一
一
瞬

四

強
制
じ
て
岡
山
本
の
官
僚
的
機
関
に
盤
草
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
ポ
U
F
V

エ
グ
ィ
キ
の
急
激
な
る
共
産

主
義
政
策
は
全
然
失
敗
に
終
h
、
経
済
上
の
危
機
扮
牧
す
べ
か
ら

5
る
に
至

h
、
新
経
済
政
策
の
採
別
に
よ
っ
て
局

面
展
開
を
行

U
F
る
を
待
さ
る
に
及
ん
で
、
産
業
組
合
の
復
活
を
詔
む
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
o
哲
地
T

的
帰
議
論

は
如
何
で
め
ら
う
ご
も
、
幕
府
且
上
時
局
は
此

ω
帥
川
設
的
政
策
を
必
要
己

L
た
の
で
め
る
。
プ
ラ
ン
ク
は
這
般

ω事

怖
を
評
L
て
、
革
命
前
に
於
り
る
産
業
組
合
は
獅
主

ω組
合
で
ゐ
っ
た
が
、
企
(
産
県
政
府
は
之
を
他
の
梅
蹴
に
強
制

L
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
北

(ω
簡
に
ご
っ
て
も
叉
此
等
的
組
合
に
正
つ

τも
共
仁
有
害
な
る
雨
施
怖
か
も
今
や
振

的

子
は
多
卒
な
る
中
心
鮎
に
向
っ
て
採
h
動
い
て
ゐ
る
ご
一
一
員
っ
て
ゐ
る
凶
先
き
に
は
小
プ
庁
ヂ
ヨ
ア
の
避
難
所
ご
し

τ廠
止
せ
ら

μ
た
る
産
業
組
合
は
再

υ共
の
獅
立
牲
を
認
め
ら
れ

F
る
を
待
5
る
仁
至
っ
た

ωで
あ
る
。
併
L
U

1
ニ
ン
も
「
現
物
税
に
就
て
」
な
る
論
説
中
に
於
て
云
ふ
知
〈
、
小
規
叫
幌
市
問
H

間
生
産
者
的
産
業
組
合
は
必
然
に
小

プ
ペ
チ
ヨ
ア
的
資
本
主
義
的
問
品
加
を
生
み
、
什
却
の
後
述
を
促
[
、
小
資
本
家
を
優
勢
仁
仁
、
彼
等
仁
最
大

ω利
盆

を
拠
へ
る
の
で
あ
る
。
露
西
直
に
於
り
る
現
在
的
情
勢
の
下
で
は
、
商
業

ω
自
由
正
産
業
組
合

ω縦
刺
子
耐
4

討
す

こ
ピ
は
資
本
主
義

ω自
由
と
権
利
子
ぜ
許
す
こ
ど
を
意
味
し
て
ゐ
る

ω
で
あ
る
ピ
。
新
〈
の
如
〈
レ

1
ι
y
は
一

方
に
於
一
し
産
業
組
合
的
復
活
を
以
て
瞭
に
資
本
主
義
へ
の
退
却
を
意
味

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る

Emし
て
ゐ
る
が
、

併
し
他
方
彼
は
産
業
組
合
に
よ
っ
て
手
工
業
者
及
び
農
民
を
凶
結
せ
し
め
以
て
舵
舎
主
義
へ
の
推
移
守
容
易
な
ら

L
む
る
手
段
で
あ
る
ピ
解
し
て
ゐ
る
o

殊
に
露
西
亜
の
人
口

ω約
八
割
五
分
を
占
む
る
所
の
農
民
を
し
て
産
業
組

合
に
加
入
せ

L
む
る
こ
ど
に
よ
っ
て
、
彼
等
を
L
て
共
同
経
曲
目
、
共
同
購
買
及
び
共
同
販
貢
に
馴
れ
し
め
、
以
て

個
人
主
義
的
経
隣
組
制
か
ら
臭
の
共
産
主
義
組
制
に
導
〈
所
の
最
善
の
訓
練
所
定
解
す
る
も
の
で
あ
る
o

郎
も
産

業
組
合
は
幾
百
高

ω民
裁

ω、
や
が
て
例
外
な
〈
金
民
衆
的
結
合

t
組
織
ピ
を
容
易
に
す
る
o

そ
し

τ又
国
家
資

Elanc， p. 26]・45) 
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本
主
義
か
ら
枇
食
主
義
へ
の
推
移
ョ
乙
い
ふ
見
地
hr
ら
極
め
て
重
要
hu
る
利
盆
で
あ
る
正
一
彼
瓜
論
じ
て
ゐ
る
o

斯
く

の
如
(
v
l
ι

ン
一
娠
の
共
産
識
は
産
業
組
合
4f
以
亡
集
り
枇
品
目
主
義
質
現
の
手
段
己
解
す
る
も
の
可
じ
め
る
。
苫

れ
ば
一
九
一
一
一
年
七
月
十
日
の
第
三
イ
ン
タ
ア
ナ
V

ヨ
ナ
Y
第
二
十
一
凶
曾
議
に
於
て
、
古
量
産
業
組
合
は
改
革

主
義

ω途
を
追
求
し

τ、
革
命
的
側
岬
?
を
回
避
し
た
。
今
術
ほ
プ
三
ア
ヨ
ア
か
ら
成
立
す
る
多
〈
的
産
業
組
合
が

あ
る
o

新
る
組
合
は
草
命
闘
守
に
於
て
プ
ロ
V

夕
刊
ノ
ア
己
協
力
す
る
こ
Z
は
な
い
で
ゐ
ら
う
o

産
業
組
合
に
於
け

る
共
産
諜
り
任
務
は
、
共
産
主
義
忠
徳
を
普
及
す
る
ニ
正
、
、
此
山
運
動
を
革
命
的
階
級
闘
争
的
一
機
関
に
縫
改

し
・
且
つ
地
方
組
合
を
金
値
ご
し

τの
凶
民
的
組
織
が
ら
分
雌
せ
し
め

5
る
却
で
ゐ
る
ご
決
議
し
て
ゐ
る
引
け
れ

ど
も
農
民
を
し
て
期
る
意
義
的
廃
業
組
合
的
任
務
を
周
解
せ
し
め
、
該
組
合
を
設
逃
せ
し
む
る
た
め
に
は
就
中
農

民
的
啓
蒙
を
必
要
ご
す
る
も
の
で
め
る
。
レ

1
-一
ン
も
斯
ゃ
う
じ
産
業
組
合
が
完
全
に
後
議
す
る
保
件
の
一
つ

は
農
民
的
問
に
於
り
る
数
背
正
敬
養
ご
を
大
い
に
後
遺
せ
し
め
る
ニ
乙
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
完
全
な
教
養
上
の

革
命
を
必
要
、
し
す
る
ご
論
じ
1
ゐ
る
削
露
西
国
の
如
吉
小
農
民
が
人
口
の
大
字
を
占
h
u
る
所
に
於
て
は
彼
等
智
英

の
共
産
主
義
に
馴
れ
し
む
る
じ
は
、
産
業
組
合
が
誕
に
重
要
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
つ
て
彼
等

ω佃八土心

を
共
産
主
義
忠
想
仁
凶
桟
世
家
す
る
じ
重
大
な
る
機
刷
で
ゐ
る
正
色
れ

τゐ
る
。

v
l
-一
V

は
機
カ
が
阪
に
柑
労
働
者
の

手
仁
蹄
す
る
場
令
に
於
て
は
、
産
業
組
合
の
後
遺
は
枇
曾
主
義

ω後
建
に
均
し
い
E
迄
採
言
L
て
ゐ
る
。
然
れ
ど

も
理
論
は
兎
品
川
賞
際
じ
符
令
し
難
い
も
り
で
ゐ
つ

τ‘
新
経
済
政
策
採
用
後
の
産
業
組
合
の
形
態
以
漸
次
革
命
前

の
組
合
に
接
近
し
っ
、
あ
る
事
は
之
を
認
め

5
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
斯
る
産
業
組
合
心
脅
艇
が
枇
曾

主
義
経
憐

ω畿
迭
に
均
し
い
か
、
を
れ
己
も
又
資
本
主
義

ω畿
迭
に
均
し
い
か
は
極
め
て
疑
問
た
ら
5
る
を
得
な

い
で
ゐ
ら
う
。議

前

館
前
躍
の
産
業
組
合
毘
勤

第
二
十
四
巻

四

第

腕

~l 
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